





















10月21日(木 曜 日) 10:00～17:20
挨 拶 国 立極 地 研 究 所 長 永 田 武
(10:00～10:10)
1・ 地 殻 の 地 球 物 理 学 的 探 査
座 長 浅 野 周 三 (東 大 ・地 震 研)




















3・ 南 極 で の 人 工 地 震 に よ る 地 震 波 の 振 幅
(10:50～11:10)
伊 藤 潔(京 大 ・理)
伊 神 揮(名 大 ・理)










克 伊(極 地 研)
(/)埋 設 型 傾 斜 計
(1ユ:30～11:45)
克 伊(極 地 研)
潔(京 大 ・ 理)
年 恭(千 葉 大 ・ 理)
(2)水 管 傾 斜 計
(11:45～12:00)
～ ～ ～ 休 憩 ～ ～ ～
(12:00～13:00)
1
II・　地 質 構 造 と 変 成 作 用
座 長 仲 井 (愛 知 教 大 ・教 育)
7・ ゴ ン ド ワ ナ ラ ン ド に お け る リ ュ ツ オ ・ ホ ル ム 湾 地 域
の 構 造 地 質 学 的 位 置(13:00～13:20)
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)
木 崎 甲 子 郎(琉 球 大 ・理)
8・ リ ュ ツ オ ・ ホ ル ム 湾 沿 岸 地 域 に お け る グ ラ ニ ュ ラ イ
ト 変 成 作 用 一 予 報 一
特 に イ ン ド 半 島 ・ エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド の 比 較
(13:20～13:40)
鈴 木 盛 久(広 島 大 ゜ 理)
9・ リ ュ ツ オ ・ ホ ル ム 湾 ス カ ー レ ン 地 域 の 変 成 条 件 に つ
い て(13:40～14:00)
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)









(大 阪 市 大 ・理)
(広 島 大 ・理)
(室 蘭 工 大)
(秋 田 大 ・鉱 山)
(琉 球 大 ・理)
海 域 の地 球 物 理 学 的 諸 問題 と 航 空 磁 気 測 量
休 憩 ～ ～
(14:20～14:40)
座 長 村 内 必 典 (千 葉 大 ・理)
13・ 南 極 半 島,ド レ イ ク 海 峡 近 辺 で 発 生 す る 地 震 の メ カ ニ
ズ ム(14:40～15:00)
川 崎 一 朗(富 山 大 ・理)
川 原 康 俊(富 山 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)








(富 山 大 ・理)
(富 山 大 ・理)
(15:20～15:40)
(東 大 ・海 洋 研)
(極 地 研)
(東 大 ・海 洋 研)




奥 田 義 久
佐 木 和 夫
(石 油 開 発 技 術
セ ン タ ー)
(石 油 開 発 技 術
セ ン タ ー)
(石 油 開 発 技 術
セ ン タ ー)
(石 油 開 発 技 術
セ ン タ ー)
17・ 白 瀬 氷 河 域 に お け る 航 空 磁 気 測 量(JARE　 21に よ る)
(16:00～16:20)
渋 谷 和 雄
田 中 豊
18・ 昭 和基 地 付 近 の地 殻 熱 流 量 測 定
長 尾 年 恭
神 沼 克 伊
(極 地 研)
(千 葉 大 ・理)
(16:20～16:40)
(千 葉 大 ・理)
(極 地 研)





座 長 若 浜 五 郎(北 大 ・低温研)
19・ ラングボブ級 びスカルブスネスの未国難 鷲 に語 ㌔9:45)
吉 田 栄 夫(極 地研)
2・ ・ アムンゼ ン湾 ・ リー セルラル セ ン山の地形 諸 勢5 -1。:。 。)
吉 田 栄 夫(極 地 研)
森 脇 喜 一(11)
21.昭 和 基 地 付 近 の 地 形 学 図 に つ い て(10:00～10:20)
平 川 一 臣(山 梨 大 ・教 育)
小 野 有 五(筑 波 大 ・地 球 科 学)
22.リ ュ ツ オ.ホ ル ム湾 の海 底 地 形(10:20～10:40)
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 夫(・)
23.南 極 リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 東 岸 の 有 孔 虫 化 石(10:40～11:00)
野 村 律 夫(島 根 大 ・教 育)
24。 オ ン グ ル 島 周 辺 海 域 に お け る 流 向 流 速 測 定(11:00～11:15)
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 夫(Vt)
25。 昭 和 基 地 一 み ず ほ 基 地 間 のS　 -H　 -Zル ー ト上 で の7年 間
:15～11:35)(JARE14～21)の氷 床 流 動 量(11
渋 谷 和 雄(極 地 研)
伊 藤 潔(京 大 ・理)
26.氷 床 の 内部 モ レー ン の 形 成 に つ い て(11:35～11:55)
讐 毒 甕 巖}北 大'熈 町
27.南 極 大 陸 に お け る 化学 探 鉱 に つ い て(11:55～12:15)
西 山 孝(京 大 ・工)
～ ～ ～ 休 憩 ～ ～ ～(12:15～13:00)
V.マ クマ ー ドサ ウン ドの地学
座 長 神 沼 克 伊 (極地研)
28.1980～1981年 南 極 マ ク マ ー ドサ ウ ン ド 、 エ レバ ス 火 山 に お け る





29.南 極 エ レバ ス火 山の噴火 に伴 う地震活 動 につい て
馬 場 め ぐ み




(千 葉 大 ・理)
(極地 研)
(ア ラ ス カ 大)
(ビ ク トリア 大)









(代表 ・中 川 一 郎((京 大 ・理)))
～ ～ ～ 休 憩 ～ ～ ～(14:20～14:40)
VI　 .　 岩 石 学 ・鉱 物 学
座 長 松 本 後 夫 (山 口大 ・理)
32・ や まと 山脈 地域 の変成岩類 に おけ る鉱 物共生 関係
(14:40～15:00)
33.や まと 山脈 の閃長 岩類
浅 見 正 雄
白 石 和 行
白 石 和 行







(岡 山 大 ・教 養)
(15:20～15:40)
(金沢 大 ・教 育)
(極 地 研)
V
35.エ ンダ ー ビーラ ン ド、ア ムンゼ ン湾 周辺 の変成 岩類
本 吉 洋 一
松 枝 大 治
(15:40～16:00)
(極 地 研)
(秋 田 大 ・鉱 山)
36.東 南 極 ス カー レン産 デイ スコ ーダ ン トメタベ イサ イ トの微組 織 と鉱 物
化学
相 川 信 之
吉 田 勝
(16:00～16:20)
(大 阪 市 大 ・理)
(te)
37.リ ュ ツ オ ・ホ ル ム湾 ス カ レ ビ ー クハ ル セ ン のMg-A1ス カ ル ン
松 枝 大 治
本 吉 洋 一
松 本 征 夫
(16:20～16:40)
(秋 田 大 ・鉱 山)
(極 地 研)
(山 口大 ・理)
休 憩 ～ ～ ～(16:40～17:00)
一 一 ・'・一一 総 括 言寸 論 一 一 一 一(17:00～17:30)
座 長 吉 田 栄 夫 (極地研)
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2 昭禾瞳 弛 みす鰹 地間の地備 造
4孕神 庫 ノ 伊藤 潔,渋 谷 和雄,
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毛ホ面 までの地下縦 解明乞目的 としf三第 ので,解 析 ち試 診た.ま す最ネηに着 目 した放
2bnAwtの 犬規 摸な人 工地震実験 に先立ちノ予 群 を石oμr/er分析 しノ個々の振動数1こ封 ずる
備実験のための発破ち数 回喫施 した.ア980年 極相 の進」ケ乙観 測点の震実 磁 任じから匝祖逮
7月 下旬`こぱs"レ ートラ脅・、}くおいて, 大桑 の 度 ち求め た.位 相 の進 冴乞末のる碕/最 初1(
暑 ラ黎 畷 細 診鰯 癩 抄 え,燦 の のべ醐 鰍 の締 綱 力隊 鰯 で・あ,た 二
効 きノ地 震計の耀設効果 産調 κる目的τ・望験 とば解析 乞非 常に毫易な毛・のKし た.蓋 た全
ちイすなった.地 震計`≦〔1レm間隔でア0点老気移し,点 で同じナ巴震計,し コ_ダ ㌧ 客使用 し仁二u
翁1惚灘 窮極 蕪ζ磁:論酔1貨砦鏡ゑ囎の麗巖禽畿㌫
実施した.そ オ乙そ』ての実、験より4写られた多乙線7k/9か ら10〃2の龍囲のもe)ち開いたが'ノエ・分
路 に示す.観 測鯛 の距鋤 噸 ヵ・い二部 徽の微 曲織 得る詰 力・で旅 .:の 得らも
よるが,痴 瓶 が禰 に良い.本 締 で 時 分細 線じ己 デノレ割 繍 舗 る輸
獺 レ硯 かけ遠駆2編 麻 で数Hgtoii51聯 曲線 じ砿 輸 ・ら,棘 最上施 藤 橋
澱教戒分4)後続薇ば表面須と恩わ,1てる.こ の 遠ち末める二じができた。
波の伝播ぱ氷床最上著ドの縦 乞長峡 してし1る
図1.記 嫁.発 綴 点 ぱ522付 近,秦 量14
299編蟹灘 鰹 蓼
ト して あ る.
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疹鰭 力・、～273噸 同 価 図1の1網 綱 じ.
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前 ス)の 躯8り よソ 、∫とに渇望 であ{ノ,
20fo4ソ42ノ/ク ター/之/・
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4"ieil5(り」繊 づ7≡胴載 ど有 ヲ3ぎ 弓『66⇒ ・ 撞 もソ麓果 薯ε彦∂豪 して.
2)Yζgezo`　!・ケ の猟塵 に っ、・て,f93真ヲ3寺 晃 であ ≡}。
ヂ粒 、mmttth/haZdethPt&と呈 上 鉱め麹4≧わ 七
ほ醜 減数 紅 胴 じであ5ハ 送 れ'こ少5み め ソ!:一量の4ム」挺しPXXjoわう。 スカーレン地域は、)ちぬ幟(前2k)に よホiご
伽 一 ぽ前睡鋼 と1鳴 め拐斑 と有 複雑な蜘 しと餓 仁「こヒ三5ζ あノ,」ら吾
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12
10
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幅 や デ ー7(～H・ 酬 ・帆/98・)鋸 尾 州 糊 τあ3　0fas,lfZ-・
レ 蘇 り1撒 餌 代 デ タやY・5H・り畑78)b・ 噛 鋤 榊 稗 貫恥 轡 砕 ヤvノ カ
わ 牌 践 詩 的 デづ 爵 糊{て 、画 幅 叶 つ鯛 曲擬 胴 の円塔駆 筋 ダ
uq7り の燐 龍 賊 難 ア畦 神知 ・ZX£ 噛 む
L17一圃D.　 Cナ ツペみ碑 脅 紬 の眸飼 、4び 舳5
mj　 I。ッソオ ホ、u4v幽 儀 蝿 捕史 つ,ト斗 規簾 ヒの妹 沁t

















































分 一 楓:エ ンダ ーバ・イ ト つ原 名 ら ソこ戒 治 勤 、
或1‡ 苗、度 の変 成 作,9(Mi)で 糸ヲ19億 等剤c之 た 鳥 一5rア イソ クoン 耳 穴
オ ニ貧4:ナ フ へeしFリ,等 タ}苛福 相(ア 乙)・ ノ;ぴ 中
Eグ ラ ニ=ラ イ ト掴 支 戒 作 用(Mユ)で 、
糸フ 〃佐 等 論 。
本 陣 東融 融 擢 蛆F・)繍 喝 岩繍 泌 柳 綱 力曽婬 で あ'i.
玲 の妻飾 用 醐 で、まフS.65,E5♪ 帰.己 、}VIAEGh・YA　 et　nf.　LIgb8)に い 妨 ・5・分禮趨縫 瓢 驕1鵬 駕1綬 鶏≧擬;髪㌶
牙醐 二軸 方向 磯 たイ帳 歪靴 討 断乳 齢 繊 ほ 心 づ 後 噺 い 糊 か勤
系 で 、鋪vv'エ ク初.淑3・
乱.　SHL}〈AHAτ7A(/ラ82)}<よ1尺b"Srア イ ソ
ZM,-t.ア'り 挿 物 姓 の であ3.講}し79ン1・ 、1・,・fnガ 一 字 フ ド ・綾 布+麟
女 戒 史 吟 毛 テ'ノ 、及 び/9忽 等 の参 ア ィ フフ'つ のデ ー タ 曵鰯 ん 究も め'τづk).デ ー タO)ゆ 液ノ
潔 ㍑ ζ議 ㌫ 鞭 誉翼紘1ρ胱L19_卿
沁 つ脚 瞬 餌 に栃1∴ ㍗ 竺諾 鐡 ㌶ 鰐15㌫ ご
1.撫 ・'緬 司つ.　 ke,　 tV・kつ 、、てつ ン 欲 略)嘘 女 あK・
魁
a.　 Ml蘇 ゲtね 曾'レ ノが 階 差和
13
)針 立 ノ'V－ つ ・・ マO)1「
㌧惚 ㌘ 鴛鷺 箴
い 最k鵠 稜 ・ μ執 τあ ヌ・ ・恒 加 ・ビ
,義 ・ψ ド5τ ・〆 輌 れ 離 す了≦吻z
こ・c,或 ノネkの 片虜.冬 毛加2してアイ ソ クt4ン
t画 く註 埣 がμ 要であ1調 雄 六あ1
いE)4)。
一 」b ,6RIY功 外 勤Rレ ー≦・bfk,4p,レ
ノカ イ ト類 、 ガ ーネ ゾ ト ・、里雪 廿 片再 岩 て加
,駆 動 ア イ ソ
フPン 年年 箸 ノa、 ・、づれt/7佐 等 向後 つ佐 享
弓(s"HLIqAHATA・ 　/タ82)(bl14,s)・/修
恥 、7麟 の秋kつ ・・zi3,り 舞 い 方
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南猷 陶 力 イ ス ミ しティの値 砿 触 ・あ3ヤU噸 飾 相 関関イ細'あZ・Zl"COh'3.こ
と言わ}忙 しい3(例 え ば,1〈云hihいVha1Sり9-)。 れ は,川 崎 ・ll、原(本 予稿 隻,1り 眈)の話 果 ℃も
M"rＬX降 し朔 蝸1㍉ 南針 齢9ド レ 併t,　 FRAN　 u≦　(醐)訣 ε強 ぐS・$'ISZい
イう,ぐλ1・紺z調 書 植 砲 齢 、・の3.。v£ 、faや 。・砿 一1砧 うな断 螺 や中
驚籔};轟贈㍊巖驚離「}㌍鷺㌶鷺㌣鷺禽讐;纂警
のters(srPS→ds,6・'V-8.∫)でrttur-　Ms献 献 の瞳d・tほ 麟 麟 賢繍(戦 略
β 長上の地 震 は3っ あ3。 ミの3っ のt色魔190Z)ド か与』 ヒ忘 う の6"一一つノ)解箸 ビあ39
と,南 莚 半お函 ちZ"1隠 速 しr=イ ン トう?° レ'
トmte聾tし"Lt?;珍 ら しく犬tいts6,Zの 地
雷 じ参樽)の 吋 転 柿 こ ズム 漉 醸 し一 声
ン ト2.t`1爵・川原(本 予編 集,ng2)と1動 じ方iZ,
τ・求6h1三(画 一1)。
evenl-、 は,嘘 ℃一メ ン ト礪 葺ηご嚢 の
3寧 日・1・当 糎 吻 ト樋 禰1弛 れ 今 ア
断 雇1:.:16フzの 廊米 ⊃。し 一 卜乙∠トユ今 ア ア レ
ー ト の問 の 猷 なbン ス フ・一ム 醜 τ色魔 ・・
2153。e昭itt+一 ユは,南 極 キ 島 うヒ1廊却 ずftSft.し
た、 ド レイ う'ぐ ス での海 弄]底 拡 其(B〃 レbeし,
lft∩2)1こ 聞 違 しτ い3t,悪}れ れ3謬U文 正 断
ノ雇型r癒 ブ 本3。 地 鷹 モ ー メ ント はS.AxiD2・6
d?■caに も蓬Ili3。evehl-41';・,工 也薩 七 一メ
斗 ・細 ・判 静姻 も 札 一 綱 ‡威 し し
Zt1K'ら しく 大Sい 、 ミの 窃nり ていは,イ9τ タ,
この め1ほ'・ のまVXの 玉鉾 し くXi　 "　x.　te
電6"認 生 、 き の1ご あ3う か。
?の 曇霞悶1明 もが1こ ず3r2bOに,堂 塔碁t匹
の断鱗 ゼ 離 し旙 天 聴 鷺 の メカ ゴ ム し
馳 鳶t－ メ ン ト 乙扇 ひあ 識2"ボ め,ig愛 モ ー
メントい 九 スフオ暗 嚇 臨 の卿 寸献
(賄 い奇くダ956rclave、tq58)1⇒3しZ7。口bト し
た φ ガ界2〔 自 τ'奉3。 ミφ醜 仁 は比彰itbb壬
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1図→.出 痔各t色の瞬刻苓γ麗 生 し†三景、大te倭Otlte憂 モー$ン トヒ
耕 直 キ繍 穐 の撫 髄 。
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Vine父 門嚇 酬s(14b3i)の 論5ヒCt来,海 野応 えぱ 、　Ba暗1a呼&{)。rMhlqbe)を 夏3ヒ 明5
中央繍 が虫》1手直 の拡 大軸 ず413こ 　tlま,雄Lカ ・r」よ3i=,穴 函導 のt)Ob"ny5ユ ミシヲイほす
1爺科 学 の2F～5ゆ3多 分野 か う拓・〈認 め られ さよ 》、しK's・、、。
う1・創,中 央輔 吊 トうzス7・ 一ム雌1=掬 牝 は.醜 ・'レー トのJ9}LDτ",　AQ　a)Tte.
関13敬 う9くの論 文 が恥jLt札'しt匹 。 しがt襲 ヒ問 い ミとず虚貧 し"1.い3の 嬉 し'しいな い
し,　nSCら 禰 耕 義 は1主 ヒしてxreSfe　 ^ガ,し －tt)　T$いa　 r$　9　K"SSVの よ～1壊
敷 太 子弄 で,欧 獅 ら勘 らの地 は3角 柱 厚リ,ん 肺 臓Tlの 珪t惚 軽 めちajbN9
人蔭周urは,　 )t　tcsi・ 較 べ3乙1$7りZ雅明 うか1:し*3い ・うt"'Sha－ つ7逮3・
老 の三主自ξ31岱 な ガ っT:。
さて.・ の離 矯 の まb,)の 鱗 軒 裏 私曲t蝋 誠F・1・ ω 鄭)k"&tJta634
輔 ず ち 細 鱗 イ癬 轍 研 レーVテ ガ らte　l92!9　7　L"Jt4PeA　lz,縛 輔 経 輪(
>F二 刀 敷 調 い ば 戯 し'z.・S3・>Z"国 一いo°s-・33;°S,II・ °w-1gv°の ず 難 した
Mbヌ)7hSt'6峡tの 箆乾1‡ 用 固しb'な が)あ3う 　bN。　そψし1;2tY)らボ しも学絶7グ1さ7凄い。
GliZIS'.駄 辟 劔 籟 ら締 洋 醜 輪 にr・.纈 梱 めt硬 ㍉Htnav-d　 F,ヨ.ずkftし
カ・1丸 め 淋 戯134-9騨 夜 τ パ 面r・ 　M・S・tr　a>τeSIM)t・,　 El'i・,…　 F・Z.で魅 し
噺 施(レ 鵯 紛 峨 べ τ纏 縫 、、・ い 、　・}7　M、　s,9L・t.!r　6LZ':　at　teE　 l　fig　(　L　・b'
単純 卜考 え3℃,黒 本千 弄海鳴 力ら工千弄車bi・)め 有 べ7色 調 ぺE。w55トSVtes期 上
極 潮 もbか け2の す イ スミシテ{は 天応詳 の 下動記録 ガ ら自4;z"P翠s,.sp敦 の'ぐ1ジx　Igt
詑裂讐㌻㌶慧㌫〈野戦よ離講読島皇讐畿綴㍑羅差
1〒)r三 〇 この振?誌 ・デ ーー一包1こ対 し,う う λ トt嬉し
罹(謀 士lo臥),マ ン い レ聴 剰33甑)1仮
PRCIFIC-RNＴ 田RCTICR　RIOGE　 ～と しEIZう の 場 ノ含1=う 、、Z,モ ー}ン1、 ラン
ylレ の トレ ー一)Le^oのlfi)束 糸づ年 三っ113の'乙
つll　r}.塒2種 類 の ト メン トラ ゾ ノ回
ン'ぐ一3)3ン(桝tlず 膏1しh試 ム£ 門9◎)を
行 ・r=・ 粥 れ た 今 っの解 の う ち,d・p・k成
分 が 最1に に7ま3tの 左菅議冬饒 ヒ しち。 約 ヰ 秀
q比 較bも 大 まいre愛t:っ 、、・z-1さ.一 麦 性Aよ
、専(臥 ユ)鵠 ら旺 飢 翻 の幣 、エ.明
らTlこ 一寛 住b"〉 持 て いr=o　 ミれ ζの 小マ い
地 震at　t_ト ン1、lx,歯 宝産 」～Elb個 程o)鑓
蝶 婿 醜3飼3婦 ・し^レ ー1-Xの
上 下戌!倉 の,大1s、tセ 鳶teの ‡b対 称 幡 分 ら粟
良 し巨。
Aン ド ー ミル は,　u　/　lv"　 (　Fii　Ch　Oltaい1
eo)鴻 」ト1遠 きR、b.・楓(c、qerb。 試&
N-1.梓 綿 毯 碗 醐 置 ヒ、 メb=ズ ムtt・iy',1AA3)昧 ・Z3t。T=・ ・の楓 は,　LZ
Σ沃 慶 しEt魁 需 の穀 央 、 月 レム 乙最 小 、こ鳶8立 津 の最 、、・自 粟三主 とこt
r」り,誤 差 のh・ 、ず 一 合 に向 ・、Zt、3ぷ
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u)熾 の よ う 」㍉ 州 嫡 釧'短 い榔 、・
酔 髄 乙赫 乙,焦 マ痔 南 勘 積 縄 生1
†三 トう)ス フA-4断 層t巴 鷺1ま,ほtん'で うラ
ス ト肉1疎 でZbB。
(・)　tt&6bx・r　 ra　reitしt-}ン ト ザ ・♂騙
cw、3り 大)ず,-1見 も三)な防 毒↑宿5レ しち モ の
t's・,1べz.ト ラ ンス7フ ー七 難 麟 っの 糠 、
1ミ見合 う)うtJ左 棒 ズ レ型⑳ 鷺 τ・あ)t;。(
国 一之)
c3)G;bb、F.}.(1(z、 。。,,、。v;9s↑ 。wttaOb)の よ
づR,つ ラ λ トの厚t苞ir)ト じ侭 実.し,勃 ～ナ㌧
%Ptz4・9ω/}r(n這 ↑ef～≧」・thnl`105・)1ト
ラLス77-一 ム断 尾 言P令 の 長 τ £1300k, 剛
蟷 羊35刈o"枷 ム よkcLZ.,　 モ しバ の ズ レ
1塞動liN.毒 べ・乙 サ イ)ミ う う'=目 星9〒 吉 ま し13
ヒ,嚇 心F2・ で|し鞘 鳴 手旗 鳩 欄
tt喪 モー メ ント は 、6～ つxl♂りdhre・ωwじ了)3。
輪 生 ・一は,　 Eh輌F.?.で 鶴 、礪 放.
芝蛛 モー メン トの紳 、1ト 制oエ`枷 幽
で,甘AglSK3i… 　 。一・1!s'701・51"7}・ 、・de
の 諸 轄 鴎 溢 れ も、 恥 醐F.it,.ず
llt,　トう ン ス7ト ム 醗 酵 励 主脚 命 ず
了弼 λミ小 連行しτ心 遣 おZ・ お 図一2,叱輪 軸恥 噺 尾酪 の例。
う 」
隔Nα ～ ㈱ 碕.[融 融 礎1、 キ織椥 一1"
、速い繍 法敵1・55い1塾 ・ ・ント
1し磯 減 反 鰍 給 工作 棘 棘 お刊1卑
1・塾 く.細1狩 †は ミの 噛 ∫祠3』
し、・う美言のこ・しE9べ}1い39本 莉 賓.の子玉
呆)1.　FRANu∫ の考 λ硬 くiN　 Li　}.・り,
何 故.献 越 め正 味 碍 弄章 動 ら樽輔
趣 碗1・ 州Z† イλミ靖 ∫11・宣い




東京大学海」¥・研突角 春 日隆 、 瀬,llfieA.
国立極屯研究所 ネヰ沼免停,
南極 海域 で つ海L重 ノ]観測 ぱ、/780・-8/
リブARE2二 乙夏隣 仁3'き つ ・プ芒 ノ/28/-82.つ
ア4鵤2躍 隊{沽 ・・て 罐 施 ざれ 在。
染 大三冨三〒研'極 地石1如 司開 発 り卸 二重 ヵ
計 「μ/解 θ妃 ぱ 今回 いく ・づ'フ恒 創
図 工にL　 5ARS23trっ 観 測鶏i5、 じり航 跡 ・
n2t示 ヲ。 こ 取 は.往 復 と 亡σARE2之 と
は 村1理 る 。 て 刺,糸 蘇 とtL,海 域 τ'
り金 力」凱 も毛 面 的 に 増 ヤfこ と/"r'き だ 。
ヌ,クti!li9　 ,　ブAkIユ2とrと.へ',ふ じっ5'fi
ラ7・舛 あ たク',ヲ恥 イ緯 ノ躰 醗 閉 止 岸献 そ働 輕 観精 確 細 い 」輪 が
隊 創 努 η1・よ リー 、軸 も復1)1L-ESiと ん 多 わt・9て ・β 酵 」顕 ζ一つ;1鞭 届 く あ・こ
と・欠割 禧 。鎮碇 齢 こな うミ とかで 辞 。 畝 諄1♂ 時言吋 噴 こと繭 δひ
魑1。
視 た 、刀へrel_23で 得5れ 表 号1㌧ 夕 を解
榊 で 拐.講 演 τ・は 商 機 ・城 で え端 た
・、く つZブ つ701:]フ マ ・イ!レ 差示 イ ニ予定 てt-Eあり,
フ冷々石2ユ と つ比 較 玄武 」ト」 。 図2{=.得5
れ た ア ロ フ アdlレ リ1つ 差 添 ヲ。
いれ ぱ 、 往 路fdov・～70° ε で
ふ じ グ,　9a.nBare召 α月と南 部 差
横 切,組 手つ 七 っ て・あδ.図 は 、
了 う'5、21く_Jfi(/aooカ し享lil)　 ,
フ リ ー 工種 櫻 献/・ ・炉 ノ
単イi),ブ ーケ→1重力 要s$(/oo
Ptヲe2単 位 ♪重 示 し τ い5。f
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16 ウ ェ ・ソデ 、し海 産礎 埋Z噴詞司1査に っ{1マ
颯 颯 で広 鏑 縁 靹 魏 毛・飼 日田 を糊 ・臨 疎 碑 珊 稽 ・"/沸 し・ い うバ
矛。纐 私 ベ リ ングスハ漣 漉 ヨ緬 ・邪 フ・リン㌘ マ ー サ麟 ラ申ご限 魂 が侵廠
続 き、日多和 贈 艇 ヴ臼 デ1レ劾 ・舗 蝋 喫1擁 齢 ・"樋 ・・璋 ・さらド ウ ・'・デ1
調 軽 減 ぽ.噸 厨 柳 け 脚 妹 さ麻 有識4躍
ヒこう ガ 、ウ エッデ 、レ海盆ぽ.章 南極 クラ ゼ弓 節 し乏お り、 この こ とぼ了 ンデ ス蓮 山期
トン、、梶 キ 継 舳 造 嶋 砺 禰 才餅 俊 砧 圭 紀 ・斜 面堆辮 躯'・ ウ… デ 磁
島確 聞1.・,r$…aF,'V,」 ・読 ・構 銃 鋤 の ・つ 仁 ド鏑 ・ア魏1・ 、mUt・ 広
S　Nglr.　1-s　・r'ンドワ が 脚 ・絨1、 ラf・閥 刎1く ・gaut=・ ヒ琢 唆 ほ ・'る・
痴 乏、、ろ.継 。醐 ド 舳{ず.ウ_デ ・添 加 翻 面 舳 ・マ朝 陶 物 蘭 ・糊
,レ鶴 。嶽1砺 ラ紀 輻 、請 う 、ね ら1・ 轍 ・ね 権 緬 ・噸 着 し議 励W鵠
μ 、、ろ.桟 酬 揃 踏 齢 の綱 鴫 翫 戸臓 し
冷 風 の調 査 の結 象 、南 極 芽1島の蘇州 のウェz・ ・ろY1僅 勇しごれ る.
・ソ右 レ違 釣 手じ畷 的 古 し1(ジ ・ラ紀 ～ 睡 託
り 多也層 ゲら構 域 ご"、 ヒヒ藪的乎』旦な菱蟹 ε
も つ こ ヒ胸 囲 しτ・.海 盆・才・・修積 層 禰 で
は 剖 池 、あ ろ八 こ・ う ち酵 ・・古 い・岬
であ ろ ヒ芳zらWtる.1(:、 こ ・ラ毎 盆1才師 を
ユSノ藁～才L{工でく蒙ラ「の フ う一 ン毛 ー ド2あ盆 と/)1す
らge　、　 フ。 一 ンz－ ド極 量 ぼゆ1径lo度 ♂,1東
方 ド発聾 し2・)ろ.
南 極 キ 島・しフォ ー クラ ン ド島 ～南 米大 陸 の
島 ヲ鳩 蝋1・ 磁 ・ ・v5・ ヒ 、南 郷 恥
び1南 米天 睦 月 み いZジ ュ ラ魯Lの ヵ1t・ク ア1し カ
・焔 ・ 対 立に海 繍 や溌 這L・ ・Z2>")・?k・
梛 軒 昂 紅 ・矯 或 廟1η エ"!デ1し 式瞳 ド連
ら・詫 と推 定f"・Lろ こt,重 に 、ウ ェ・デ1レ
ラ都 錬 縁 や淳 南極7ラ ト ・ ・満 縁2触 毛 方 向
ド あ う ・ ヒ・ボ ビザ ら.・7・ …f",レde　 liLp・　b・・k
aha　 basin　 の可 能 性 プ渇 しlp・".ヴ ェ ・ デ1レ
湯 盆 の他 薦 気稟 常 ほ 、ほ ぼ 東北 穿 一面 南 Φ オ
「司ド発達lzみ り　 (La　 βハe(ン多.v・¢ 」 βaZX5nル,
/98/).グ 多 ラ紀 の不 整 ・合 ダ フ5一 ンモ.一 ド
海 盆 ラジい の天 陸 棚 ～・年才動域{こ 認 め ら払 うσ侮,
、9、。)こ と・♂ ど・o{e.o… デ'、レ…1}}t'liiLeゴ・
ドワナ 禾 睦mげ 裂 ド 時 び っ7生 載 さ ・外τこ海盆
とq誘 纐 も ・で る.t・ ・し1輔 繍 ・方
tヒ る場 合11、 ほ ほfl萄少し万 国qト ラ ンス フォ
ー ム訓 魔 、 琢1三国31ず 孝初 方 向 の必 着 の国通し
密 儀 に お し了 う存 在 モ老 先 る1首落 ゲ あ う ・
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去 后 和 椎 田 中 豊
(極 地6『)(そ 毎 夜 理)
TAgE　 -21は リNl'　V才'T,一 ル ム湾 域 を ヂ{じ1っ勧2の7ラ イ ト つ継 乾る髭 気劇 そ をイテ ・圭。
図{(77c-9集 録 シ ステ4の 鱒 を オ す 。 直 視 記 縁 φ・ら全磁 ヤ ㍗ 一4の7il7stifri・ ゼ テX、 ソ
7婦 ・L縮 の儲 ・呼 ㍗ ジ1ク1レtt・¢ ・Yト ラ イ ー フ・ン't-一'レ 町 つibk・.× テ41作
飯 レ 縄 新 鋼 輪 劇 ・τ 相 よ う ・ レ傷 ・ う ・τ傷 柄 会議 物 知 ・寿鯛 げ 一夕
をCVx育b・ 図2は 鋸形 房 地 の地 磁 象形 対 劉 憂し1二瑳 っlt　∠全編 ・hの 永 年 蓼吃 吃 矛 才 。図 中 の
聯 ・襯 御 わ 纐 纈 似 破 線1ヂ 砺 昨 く(qg・)z-Tl・ ・レ'璋 纏 論 衡 嫁 年 靴 齢
し7.ii5・:蠣 時 岬 辮 伽 丁抹 傅 地 鱗 鞭.纏 為 勧 徽 、7v・z・77タ イ
トθ綱 個 数 呵}㍗ ブク 四 身勧 〒㌧ タ ヒ ・z多 耀 綿,拗 陥 ・t5(z).7ライ ト
(9太 物 の備 なk　 lnd2*　 Of・"o-{の θ奢行 ・7・ 弓/〈'、 開 知 場 惚 にf・(t3地 磁1ゑ ろ募 窃 の θ奇聞 変
・し材 一7° ン ト1・ テCt・ジ'7ル 客e録 ・ け 碍 紘 ㍗1劒 ㍗ ・本 が…/-s,ツ7'　 ls　'b4Sg
嫉(～2・ ・メ2V・ 婦)τ の 纈 仰 呼 時 化Sイ 濠 ・-Z… 〉 と ・碑 聯 動 椥 を 繰 上
.の 纏 岬 ・馴 競 歩 ・Z6v・Z・Z5(IIL)・9)-a]一(眺磁 象 麟 ・ しZ鍼 湖 蜘







図2昭 柔o産 地 参稼 有 司(年?4rイヒ・
+ユ飾 国労・唱 弓偏 ・畦 畔 のre　ilレ 毛3。 の咳1瞬
>Zfr　 4の 解 鵠 わ 也、凡 ・・"3を 擁 蓮 薩 の3㍉ つ
を ・目 塀 み1違 θ寺劉 の衆 星誇 毛 響 め ち あ 、責場 タ妬 を
測 器 あ1弼 齢 ・ 時 椥 ・ しz勧lo秒(tzeez'・ ル
500厭)の あ1亀 ま い1![1チ避tfらL谷ll　 .定 量毎夕な議
論 ほ 官 怖 ¢・ぢ ゆ ・㌧ 履 修御 ・tll　=の 吸 瓢5。 レ
う2・・山 →Btt!lrlt/1/2X_*r<鰍 ・Z・ ・li}品 林 泊 癩
こクk'・1を1戸 ん 官 軸 ↑・の非 外 新 ・修が た を9特 徴 翻
る 。
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裏 昆 耳 慕、 神 ヲ召 克 伊
(4葉x・ 理)(極 定 、研)
南極 ズ⑦焚 殺 郵 惑 星.,fEl,iili-;;i969S¥よ リ、 棄}器 がf毎 定 で ≧o°以 上傾 ・、マ臭 き エも1そ 場
南翻 酵 融(、 こ,・iR)よ ソ実施6b」 う 合 に1'11;.警 鰭 骨 緒 鏡 錬 る・エこXZV－
職 権 紗 蹟 娘 、遮 が 綱 鵠 実施 が肋 ギ ー㌍ いば いっ・頑健 終 了後 に再
ブきず、唯 一の酬 としマ了XI/b・ ・マ7マ 生装 置 ε梗 ・所 ・5う・
一ド靹 ぱ 峨 勘 加 姫 糊 る鋤 マ・ 須1皇σ!9鵬'は 昭/P#itpEbe・ 　S　ts　tr
か 仁a奉 汀 翅 観 測 厳 敵 奴 、派 頒 施 し乱 髪鱈 話 叡 に蔑 あけ・毫ず
b"、 技術 的 二e観 測 ⑦面 かBe、 皮籠11F困難 音響・則裸像 で末課 ε剰 足・続 ・・て重ヵ コア"7'
拠 娘 岬.L・t・ 一し、/9ク9iかSgXil　 rれ ゴ ラーεZk　5し 雌 稲 勉 撫 しs　d〈ac
毛 ・詔kOgre2ep、 〈ヒ髄 地域^寛 穀織 乱のy・ ・t・y-kt2'sン フ9・L・-ti`-LA・t?・ikli'・〉
締 綱r'et画.の 一環 ヒし?s比 聰 縫 看・1剰定蕨 施 しr-・
定も穫ge:k、 〃8/4の 献 本中 に一た の纈11海 水温1享昇隣蹟 毛一蓬に保 ち・ 吃4鑓
1。鋤 ぽ.時 間か ら課 託 縦 し、恒 時間橘 離
舵1禰 、、曝 勧 定 着氷に あ ビア線 分 勧 獅 噛 耀 しし馬 鞭1二 く幟 脈
通 解 遣 うし貝 輪 中 執 温 海 勧 イ行 艇 ヒ 音響剰 乱 調 切 軽 ん
堆 勧 中 備 旺 繊 弱 酬(新 しく 胴 差 砺 ・仁溶 器 σ醜 顧 〃劒 位 の
試 作 し鳥 顧 、.ユ_傷 繍 、輔 、元 嫌 ポ 鶴 間毎 ざ雌 ・ ン 彩 妹 温
⑦3ゼ 所 にサ ーミスタ纈 計 互設 置 、ioobak)劇 的ぎ一定 ヒf5る1三め・ 〉のmaa記ct,gB個
綱 醗 蕃 神 凪 、毛 リーに 繍 ⑦簸 祠 一ミスタ禰 匙 顧 ・編 右 方η麺
と、繍 と伽 魚 の簸 乱 合齢 組 のデ 綱 舵 し仁 楢 乱 ・上紬 との須 鯖
一夕磁 録 し温 硫 蜘 久〃 し 顧 差配 ・短 く、翫 に嫡 嫡 樋 ・斑 鳩爵 課 が
錠 σ〃 ク/℃4分 解能Eも っ。サニつ・リニグ 得 ら九 仁。容器 の傾 恥く事故tr5く 、5観 剰
間隔 調 晦 か鋤 マ・べ 嫡 須・麟 ・(鵠 ・点 昴 須恨 ぽ威凱 仁
始 端 卸 ギ つ 曜 顧 きる.tL観 須・1落 剥 融 、te二 つ橘 競 ヵ・ら・ そ4鮎
鏑 勾配 Σ求め、帰国後景㍉重 し
長熱 伝導率 宅便 、て、二各、長、久兜
微 意量 を菜 あ仁。 ここでのゴセ
殻勲タそ量 ぽ単 に.観測 し丘温痩勾
配 ヒ須喧 し噂 仏 顔 ζ痛 で誤
り、筒 尻補 正 毛 しマい巧 い。結
果 、纐 に苛、しは うに 楯状地
周縁滅 の艶殻熱 売屋 としZ、 正
・9'15t・軌 随 畝 る点 と、騨 ・〈K
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19弓 ン ブ ホ ず そ"ほ ぴ'ス カ1レ づ`入 ネ ス の 茱 国 手舌 多産 ネ委7勿 に つ い ・z
昭fp纂f也 侑 辺 露 岩 に み ら れ ろ 未 固 結 堆 積 っ い2stt)香 し,},Ai7〃hよ う な 唇4敷E得 た 。,)
物t・P,り 毛 レ ー ン,の 睦 起 麺 成 τ勧 貢物,圏 繍 ㍍r・ す1-eン ラ鞭{。tfe"IE8…a#
i;i)両 袖 喝 、 ∫の 圃 イ峙 唐 物、7)編1く 流 転 か6,患 ら く 勧 友'。meし く1蛯 川 口 ま
フ1〈堆 積 物 存 ビ ゼ'あ3。 こ れ ら σ 露 岩 め/ぞ マ づ'侮A,可3。2)層 厚 も 日Rら か ゼ 存"が,夕
や 押 釦 タ何 ろ イ立直 恥 邊 ・ に 応L;L　z　,少 しrn・'Zbl・ 剛 粁 ・ 推 定 ・ れ3。3)一音師 後
/"っ 磁 壁 を 望Kレ 勧 ㍉ 広 く ・hS」6レ7い ろ 。 。帰 飢 ・ よ 。zco6れ,2～3_εrfa
)""L3乞 唆LしZ海 成 層 の 問 題 に つ ・ワ 謀 論 と ・ ろ カ:あ5。4)細 線 ～6£tt4ズ の 角纏,・
・hV　fg　a　d・L　・Z　{1　.　 A81#a働 セ言周 査i'　 IT,こ 面 角 礁 Σ 含 む シ/レ ト 質 励 ヵは 係E占 あ,て 纏
れ ヒ 肇kる 点z∴ 落 手 の 表口見Eそ 辱たaゼ 報 告 ・レ 巨 綴 毛!含 む バ11(tk稼iτ や や 田 原 を 履 け
可3。71・3毛 の が 多`1。9)全 イ本zし 乙1・1蕪 層 理
い ハ い
巧 ン ク 爪 フ そ1'」 正也 形 的`く エビ都 と 南 都 に 露 分 ど 分 級 ぽ み 与 れ1ま`tが,71〈 乎 的 侵 ジ'垂 直 的 な
ざk3が ㌦ 南 都 一6ン グ ホ イ`デ1く は 他 地1或 にCじ 一 種m輩'1離kい レ 割 目 循 造 ヵ't啓 達 レZい3と
K'　zや や 豊 富1ま 融 ラk流7k∫ 筐積 物 ヵ∵ゲ 石 マ5。 こ う が あ 多 。6ノ 疋{斥 纏t・P菊 側A向 っZ微
こ れ ら1てt・」 ユ)狭 長 な 来 ノ倉 谷 底 葱 冬 手 遅 積 で 弱Tz劣 イt['性E示 す よ う に み え3。 ワ)表 面IIP
也 戸 罐 勲 縫 呈 し1-9pi'は 傾 斜 胞 如 法 αbjatD　 。n　rill　dliの¥a1斥 纏 が 導 く 震 わ れZい
経zfう 充1く'卜1い 隆 起 三 角Vl・t・性ka社 地Eっ く3。 こ れ ら の 特 徴 は,こto堆 種 物 が.we†_
るtm・2)'卜 盆 」eオK"凹 地1・ ・h'frpし.　 ZE雑rx　 ba・ed　 31aCS'eh　 (1・ ・　 S・h・・ナ)　 aTlli　 i',
・品 形 鮎 呈L,あ5N碍 紀 え … 憐 よ う1・dg・m・ ・† 川1と しz形ESI・fh/.fifE物d'あ
劒 寄殊r砺 和 聴 Σ とStひ 紅'ガ ごあ ろ.煎 麦 ・ とS;9イ 示 ・鈷 多.iＬa層 獅 孔 力・ しk
看 ・ 中 に1旬 ・foリ ・ 直 線 ・矯 在 し,/・¥t‡ 一.b'"5多 量 の 融 ラk・1く・ご賦 存 し 斥eのzl'　 iT　fa　t、 こ
行 彬 成 さ"・F・taa'tlfa`,t/2.らua3。 隆tε 示 レZ・5。 β寺イfに 関 可5融 斗1留 躯Pt
起 扇 校 地 の 存 在Cこ れ を 象 付 け 多 。 後 盾 の 中Zい 存`1が .ラ1く雀IE　 SZけ た 地 形 と の 戸自イ系,固
t・tl,4の 層 イatigVd立'・ 麿e・ 一 ンnv　 n　ttざ 結 縁 雅 な ピ1か ら みZ,ごaてか.労 召 す3
Wt多 こ と が あ り,さ ら にyt　 th手 に 保 有 下 れ た 菊1笈 層(4の 群 料1丁 こ グ、毛Jl・9信 む)の 形 成
・k多可1鮪 臨 当 然 の こ と 勧 靖 融 ラk・潅 ・K堆 積 以 前 へ8,終 砧 ・斥 被 膜 廟 七 とf齪 さ れ3。
物 の 扮AIO形t関 連 の え し ・・過 宏 久 ラk床;縫 方
を 示 す 。 等 高 黍案ヲbN{・a融 ラk琉71〈 堆 手責 物 の τ他形
iτ,ラ ン ブ ホ デ デ'E霧 つ た 氷 床hl'1衰 退 ・ 分
裂 す る 過 柔呈 己 ・卜 衙 撹 埋 あ ・ ヲ締 し 臼 ・魂
に 歪見 定 て∫ れz吾 多成 さ 小 た ヒ4雀 ～ぞ さ れ3。 こa
Xう1:Zし ・r」 力沽 こ れ ら の ・fif青物i7*庫 夏
主星 ハ ネ手手目の 一 端 乞 示 す 毛 の ゼ あ 多.
スfi　 lレ ラ'27ス'㌧8・ken露 岩 ぜ あ 多 力:,
シ エ1リ り!tイ可近EP全 いZ,ラ ラ ン グ'爪 ブ デ',9リ イ重
手 で1狭 長rfダk喰 谷 に え レ く,ラ1・ 稼 手 の
a・eai　 Sω レr噌 の 影 靴 ∫t/多 ほ しZい う ・
こ こ 毛 ま た 柔 固 系吉堆 積 物 は ・一 角窒 に 響 く,散 在
レzみ リ'碁 蟹 宕 のeesa多 ヒ ・ ろ 〃:広 ・・。
こ れ ら の 中'く.穿'6》 ア ゼ 一 部'ミvや 厘`・ 工彦積
物 バ あ3ら し い こ ど ヵこ`?iDらPt/=。 今 回 こ 如 ・
22
20 アza
ン ゼ'ン 湾 、 リ ーelし そ1レeン 山 ・r彫 形 一 予 報 一
-吉田 学 ま(極 地、硫)
森 脇 喜 一(極 地 石音)
lq82iil2n,7・ ・ ¢㌧ ・輌 一 －t・　IL　-　t・　 かku　 r・　peレ ー ・ 原 ・漂 蓬 稲 ・ 一 か 　 de
eン 山th23、 ㌘隊 て哲 学 ・　tli物 調 査r－ 言 田 刀∵同 行 τe東 部 の/c側 め 目1節 閣1・131ズ 陸 テiくヒ そ の 延
い'f,f2日 間 ゼ1。 あ,r:η 鴻/川 也御 つ観kの 痴 鱒 ・'・が 入il込 んi't,3バ・'〈a－ 部
顔 師_紅 細 細 、ZtrtJ,'}'?1・ フ・Σ作1繍 透 色 起 ・L,　 okあ ・z和 躰 緬E呈 す3
双 、 抱 中 願 判 読 諸 田 ・ とt　 l・　・ft.島 と ・3tあ プ21想 ら 行k三 訂 勧 鵠 し く は ラJ〈
こ 、,,)結果 に っ いz報 告 マ5.三 軒縁 辺 朔 ヒf」 ・r:都 俗 が あ る と 推 定 ざ れ5。
・い 。 、 ラ 、レ ㌘ 釦 ポ エ ・ グ ー ピ㌧ ラ ・ 幟 面 靹 訪 石 臼 毛 レ ー ン 臨 形 態 、 地
ド㌧7".ゼ ㌧ 三鯛 伍 。 多 く 。abＬte、,け'i',形 留 任 鼠 固 化 吋 ズ悪 字 か ら,q随 所 紘 く
最 高 所1・1k'9900幽'tざれ 、 豪llb　l5　kPt　 商 化 約 長 い,平 坦 云 かrgり 厚 く(厚1・ ヒ ニ3ご1τ3。
ク{　LHク、 完 っ ン う1り7碁 盤 完 よ り 斥3小 山 τ也　 mE越 え3ヒ 推 を1ua3)細粒 物 宣 の 風 化oご
i、,南 側1、 か 。7-i益 ・鯨 ・可1・ 占 め6・rt・1脈イ肚 …zLe」9(,緬 ・・i'・viitし 商 髄 工 ・ミ'
、 推 定,　 tia㌘ 躯 、 た 靹 ・ 面 レ,エCl?・11・1(iS4発 達 才3毛 の,(・)鵜 ㍑ レ ー ン の 山T轄 山 ・
・1・1・paら れ 山;tuingP,・ 纐 葦 ・k‥ 間1暗 袴 姥 ・zh'/mレ'・ee起イ熾 あ ・ レ 蛇9劇 ・
∫ 、_ラ 同 辺 縁 ・鵬 か ・はZい5。abtelTほ 郎 有 可 汗 へ じ)カ ー/・ZiTeff'5a'酵・ あ
ぽ 東 西 ぢ 向m基 盤 名to走 向 に;谷 っZイ 申 長 レ,つ 乙,カ ー ル 寂 地 形 の 形fiY'毛 し くtl[変 形 と 間
ご れ ヒ 直 たE..し い 手 で で 餌 餌 綿 摘 ・k'」 く 蓮 レ 獅 循f　 ・h臼 ・絹 纏 ・Zへ(4-)・ ・1・t也イ鏑
発 蓬 鵠 。 薪 舩 山 衡 ポ 師'ナ イ フ リ1・㌧ ・ 霞 斜 面 ～ 痢1う も 妹 区 炬 ゴ3・(1)i・.
牧 ガ,ほ ど ん ビ 平t旦 面 Σ 残 し 乙t・　rg　{ie山 地 て 障 ラkl1由 集 一3[3と ゑ え 吊 れ 、 山 地9広 く 履


























Fig.　 Geomorphic　 map　 of　 Mt・ 　Riiser-Larsen
■.
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7'5f多 ヒ な っZ形 飯'さ ぬf:と 確 定 ざtiへ3。 こ
の 間 山 丁也 急 客斗 面t=　 ilP山 岳 ラk三6「 いか 形 疲 で れ,(2)
〃)毛 し ノ ン を 」窪手責 ざC7三 〇'!'ら1(こ の ラk;可1手
小 縄 煙 の 国 衙k司 ド 縮,1・ い 個 々 の 圏 谷 壁 か
ら イ薬 給f　 daるPhO†alus　 ravapar-†9主 イ1と/3
(3)の モ レ ー ン ε 形 成 し た 。(4)は 一 再5的fラk床
α そ委退`=イ 半 フ 乙 生 じ'τ三 底 モ レ ー ン と ノ多 え ら れ・,
ノ
図 ゴIT(りtし 乙 表 示 し7ミ 。
山 τ也!会 イ」EEと しZl;1(i)エ ン ダ`一 じ1一 ラ ン ド'
山 岳 地 ∫或 の 隆 起 と侵 食,(の 気イ候 寒 冷 イヒ ド よ う
周 司く河 作 用/山 岳 ラ'(;5「e)形 成1二 よ5変ff多cn;)
・k床 発 釦 ・,PZ山 地 の 埋 没L山 τ也 間 の ・廟 渠
の 吾多成,(iv)ラ/(;可 そ麦追(;cFる 毛 レ ー ン の プ葎手責 と
ラ1(!食,周 ラ1く三6τ他主イ浸!食 の 進 そ〒oご あ フ 斥 で あ う う
が 、 冷mと 二 ろt也ff多 か ら?ロ リそ号3のtま(iii)JNZ戸ll'
ゼ あ3っ し カ・レ 一 酌 かC5　(fii)へ め 進 行 佃th　 Te
斜 面 の 一9βt=あ 多 ラlc床 由 来 と!2s二し らua5・ 前 壷
(4)a毛 レ ー ンzlvう カ・が い 知;こ ヒn:ガ ヲ5。
同 ビ 多分 客 露 岩 乞 あ る θ召粂口 塞t也 イ#1'近 のP他 形 ヒ
aわ ・1遣 り 顕 菊1ま 違 いil、 　 り 原 τ色彩 の 差 窮t2)
産 櫨tρ 毛 レ ー ン の 圃 イじ'く 毛 み ら れ3露 出 後 の
β稠 的 差 異 に 暮 づ`〈 毛 の 乞1あ ろ う 。 こ ・{・ エ
ン ダ'ビ'ラ ン ト」1ti,ズ 戸菜 中Z"　 tTや で1ヒ 方1=
・触 レ 爾 循 £r、 しZみll ,　広 ・或6脈 ラk床 の
イ委退 に み いz毛 イ巴sリ 早 い 後i艮pv起3可 倉ε'陛 ノ
あ3b　 lTラ1(1羊 ヵご手広 工 房3τ 易!合,イdZよ り 小 マ い
ラ|・岸 の 上 昇 量 乞'あ 。 た 可 能4・T・'ごあ3.・ レ な く
と 宅 地 斤多か ら み れ ぽ,最 近.教 万 穿 の θ手間 的 尺
彦 の 間t=.　 ik床 に 霧 わ れ 乗t　 ll霧 え 難 ハ,こ
めSラ,.,南 極 ドh'・tSi'〈 潔 癖 ヵ の 地 域6り 差
貿 ε 記 録 可3も の と レZ、 手 すll晒 多a3eavsε
斥τつ こ と と し τ三。
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買置和基 炭乙f(丁近 の亥也汗2学図 に つい て
平川 一臣(山 梨 大)・ 小 野 有 五(筑 波 大)
演 看 らE中t""に して 、現 在 進 行 中 の1:蕨 層 地 質(フ う)ス)・ ・、re形 形 成 営力Pttl.
婿 。・。雪輪 地 形 学 図(ラ ン グオ・フ"デ 醜)に 副 ㍑ ツ)に よ る ・ と,ビ あ る・噺 恥
つ ・磧 報 告 す る 。 ラ)ブ 不 プ デ ・・吋 地 凶 冷 ・下る 地 形 形 態
仁25,000地 形 図 を基 礎.と す るブ定形 雪 囲t9一 的 専業 の1手 掌例 であ る.公 刊 予 定 の 施 形 営 図
」ill2j;・詳 細"　 re形9図 とtyばua5.　 tl4z・ig　 latこ 琳 芽 に加 えて 、 上言乙の色 べ9(陀 鄭 ・
従 来 国 工地 理 晩 発 行 の 上 地 条f千 図ヵ、この縮 勤 城 ・・校 訂 中),場 立 作 用 して ・N　l}・　ra形 営
RでfiecTtYLて き 尺.Lカ ・し,西 欧諸 恥 よ ヵ("s2図6),曝計 分 布 な ど'・逐 統 的1・ 表
Pt国 際 地 理 学 連 合(エq-U)に]S'Ll'るre形営 園 児 さ 燵 こ ヒ ドな ふ す で1・ 茅4図 ド お い て、
の再 検 訂 と tそ れ に も とブ 〈 実 行 計 画1&着 ・qラ ニ グ ボ ブ デ 史域 ほ 微細 な地 形 ヵ悼 越 す3こ
と進 め られ,?の 結 果 、日本 の地 形 学 図 ヒほ ヒが † 分 ド表 現 さ4/t－て い る.
全 く異 質 の 図t心 玉成 ・公刊 さ 似 る よ う に な つ
詳 細ma形 営 図bX・'.X刊 さ敢3の ば 世界 で最 初 の'グ
倒 と口 と礼 ら嶋 こ ヒ・＼ら・ 醗 白ヲ尚 .髪 .`訟
意 義 の あ る 毛 の を イ下 る こ と が 検 討 さ れ 長,ラ 見
御 誠 中 の も のZ9.発 表 者 らバ やKて れ の 国
1:沸 才三 甲 に6参 ぞ早 しrzド イ ツ ・ フ ラ ニノス の 地 形
営 図 の 考 乞 」看 を 大 き く ヒ リ 入 吐くた も の で あ る.
図 は.色 べg,色 記 号,i線,模 様 「rど 表 現
試 歩d32.lz"')Tzる の で 、 こ ・ 予 稿 集 にY)7° ・レ
を 示 す こ と ば 不 可 能 で あ る 。 そ れ う は 発 表 時
に ス、ラ イ ド で 示 す こ と と し,こ こ でIJ作?「 図 の
た め の 基 本 的 な'考 之 勇 き 簡 略 化 し 「ミも の と)欠
へ・一 ジ(茅2図)1㍉ てo)　fFX　 o)う3の 一坪
の 例(ラ ニグ床 プ デ ハムす付 近.)を 第 づ 図 に 示 す.
第2図 ド 」 る と 、 図 左 端 の 番 号4の 地 形 図 を
除 、、てe.2～8の 異 な る7項 が 系 統 的 ド 分
類 ・表 示 さ れ な け 政 ば な5な い.(こ 県 ほ ド
イ ツ 地 形 学 図 計 画 ・　GMK　 2Sに よ る が 、 表 現
方 法 を 別 ド す 吼 ば フ ラ ン ス で も 墓 季 馴 二【副 司
じ 考 え 元 と み て さ し つ の＼え な い.)。 日 本 の
地 形 学 図 と の 最 大 の 相 違 ば 、 り 地 形 単 位(
尺 と 」し ば 扇17〈vaL,三 角 州rat・d4)が 分 類 の 基 準
で ほ な く,崖 や 傾 斜 変 換 線 安 ど を 主 峰 ヒ し た
@地 形 言r劇 的 要 素 と ⑮va形 形 態 的 専 妻:茅2
図 の2,3,4◎ 表 層 地 質:5r・ ど'カぐ そ れ ぞ'
れ 独 立 しn分 類 ・表 記 基 準 を 持 つ こ と,h)E




???? ? ? ?? ?
?
劇 画 ラ 〉弥 プデ・蛇 形 営図 ・
地 形形 態 と表 示 味 二例'
」一 一,t,崖s:<4◎OM-←
:二二罎愕㍗へ。
-Lr-・L品 イ冨巖 轟 贔 ・1…
㌫ 蕊 デレ〕蝋
C=こ=二 　 1ili谷 紳25～100h
(ヒas　,、　e齢1電亡一 〔 一 〔一)
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第2図 ドイツ詳 細1た影 堂図 の稠[念 と表言乙方 法













9は)欠 の と う り
1〕.斉ll多」brsil　:　1、ソカー
イo.構 立 ・糸畳職;禾 褐
44.重 力 成:禍
A2.主 物 ラ言重δ:才 り一ブ裂
13.人 工1日 青1)(
こ れ らあ 邑 は{腔 で'似の 色 で'ネ丁4人3営 ヵ τ或 ごヒに,nヒ 乞ば'
。).侵 食 柱(塊)、 τ齢 雛(迷 い ψ)エ 〉ドモ い ン じ 鬼 紫)つ'ラ ・ド七し一ン(談 等)




森脇 喜 一 ・吉 田栄 夫
(国 立秘t也研 究所)
従 来 の知 見K、M2)た 越 冬観 劇 τ得s　o¢　証拠 弓ま穆 知 うれzい 為 い。 白顛 末7i市中(Dヲこ
在測線 デ㌧ タ を担 え て、 リュ ツ7・(rlレ ム蓼の 水氷復1管 毛遍き泉性 が δく、平一行 可3谷 があ ゐ
海底 断 徊 そ再編 集 しち.X`di・ 、辺 次Z・{∫、 ・乙、 異常 に深 くlftv"Xgれ て 蝸;tb・ ラ、
オン ケルi鞭 鰍 リゴ ソ万・ホ・内 顧 部 τ'20　thkilZiE,z",iptb・ と ぞ9Eぐ うか か"to　trg・
娘.4徊 の柱状鵜 β暦 書 ♂も採 泥 をを施 レ 東部 と西部 の}梅本 地形 白頭 赤 河から
た.　eSPtsmuの 約 錯'諌 妹 学 τ冷 オ紳7tCl・(・ ・Pb・Zリ ュ ツτ,lt'・・1し負{勤 紘 そ二分 す
あ リ、'eイ ロ ・,ト操 泥pam　i"・d　b試 料 の 肉14晃3ヲ 仁木ネ 食ー 暦(以 下、中 央谷 と 冴ら)は,単
が錬 酵 τ恥 しEe3in=al{tonzvt&.　に湾 の 中央部{味 食 紅 阪 艀'ez'7♂ く、太
り:Lツ プ ホしム湾 はフρリンス ハ ラしレド海 岬 町 厚 葛湾o)海 底 そニー 分 呵る ものZ"あ3二
岸 の湾 入 ビ圃3れ た藩疎 で 湾 入部'9大 陸棚 ヒが かみ リ明 白ヒ 存 っ?コ た 。 ① 中安 后 の東
Z・6め うれ か る禰 細 り－eレ ・うしセ ン 側9幅 ・・繊 礪 微 τあ 遽 しUgfrc・2t7'th
半 島`」沖合 に グンネ ラ2堪 ヒなっ て伸び7い9σ 、に謁 し、西側`」玉繭ごろf1小?く ゆ2ヤ か7'
3.東 秀 のプ クンス ー7rラフ1尋吉井 の大陸 朔'6、 あ ら。 ③豪侵llばユ00～300m尿 弓tの2施 が広 いの
その詳 細 が充分知 らuaて い好いか"、少 ゐ'くセp対 し、西側 屯午OD^・60DPtヒ深 い。 ③ 軍側r二弓
tK陸 棚 外縁鞠90μ 佃 蜘1プ の特 徴 顕 して;昧 永倉 励 嘲 い ⑫順 優・い塒 ケ なノー-ZIX5
いさ。大 産斜 面 毛画 可bズ 陸棚 外 ξ飽9、 プ ソ い・9守央后 停会ラゐ 視ろうむ木糠.看 ほ 棄酬 陀限
璋 コうフ 湾岸 坤 τ剛 瞭 τ鋪 紅 対 して、 ら睨 嶋.叫 ら順 義 ・咽 ・7eE・=IE
りエ ツズ ホルム 彦 沖 か ら リーセし・う1レ¢ ン半 討 を加 え5梵 専 が あbが,こ れ らの事 史 は地
鳥シ中に 加 ナては資料 が少 り、い ニ ヒもあ3バ 不 慣属 孟 ヒ鵬 可b21一のz"∂43うc手 製≧2れ3。
明日瓢 縫 包 さ.剖 に リュ ツ才・仙 崎 甑 拠 ρぬ 滅 リゴ 伽 ホし婦 ち
z'1'ES・,mr枷 上 ㎞ ψ ぴ神z1'贈 ～幽 ヒ に・鳩 ・征 し恥 が 綿 朱 発 見 τ競 ・・か も
・し砿 」瑠 ⑦境 粘 鵠 つヨ リ・76い ・,s)e・)し76… しか レ、測 深 線 かう6僧
22次 の割塚6締 果 、白三頭*河 から伸び る のや 》南KぼS牽 亮1=」星 ゐ'3牟 ナ面,凹 地 の存
ス/な トうフ の信 ご・全容 が明 らか とな り、湾 石 がテ測Jn、5の 方 向鳳調 査 の行deuh・kfe
醐 の凹 凸 噛 し㌫ 砿d榔 の 平pald・iea固1・ 蘭 幅F動 、 り一セ レ ・ラ1レeン 半島の
の相 違 力・の 明 白 ・砺 た 。 涌 鵤 乙恥 平行 しか 飢 ユ が 鵬 端
渓オ 氷食冶 北 から ランプ ホ プア 氷河cbU.,v2　 t可 れぱ、 栗itdiプ リンヌ1う フ涛
沖砕 ンプ1レラ鞭,ホ1一 レ*う稗,7ー レ 衛 怜 礪 に 蛎60し ワoと舵 班 一酬 ・重・3・
ンラド河 丸 鎌 綱 鱒 昧 醜 掛 ラフOl'`　Mdy・if　 dOmuueと 位 置、方 向Ar-1-2く9
存在 髄.)Utらtg　 bram3verse　drpmu,P　 l・融&二tpTsり、 リ7ツ ォ・71',iレム陶 磁 殴 革 の
qb　 ea)　Z{t、氷6Eの 特 徴 τ掃U字 形断面7:176N転 換、却 靹 ニヒP・いん 跨 ・
bqsiA　a,Vtd　sill酬 て有 し、 可ヘマ 蔽 の氷河 の
前 面 に位 置 可s二tか ら米食 も受 サk二tiぢ
疑巫 ぴ ぐ池 水米倉 桔 τ・み き。白」頼米;市 中のB
σ)rEI特lt-　X規 摸7-、 知 られ た雁 リ'τか 最 深部
ほ 応6じm,幅 、約1㌻km,　{2　 fODkm　 峡 二 τみ さ。
潮 ㌣蛤 陣 地 の沈 水ラ熔 瘡 を合 虚 しマ榊
じ更 に盆 炭Lセ形 廠・レZい る 。 こψtらの」氾水氷
倉 石 砲 源 【・つ い㍗ 繍 横割 住戸 可輌 見解






、 ρ ㌣1「 ニ コ。…酎 マ曼
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南極 一1ユ ツ ォ ・ホ ノレA湾 鮮 禰 矛し虫 イek
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III l  "  3  t  A-P,1"`-  Finger 
and  Li  pri5  C  I98/)**I2-j<4 ) 
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Reophar  distans  gracilis 
Reopham soorpiurus 





Rota Liammina sp. 
Miliolina 
CycLogyra involvens 





 MiliolinelZa °atom, 








 Pissurina suboircularis 
Pissurina sp. 
Spirillinina 
SpirilZina  sp. 
PatsLZina corrugate 
Itocaliina 
itrisalina  pacific= 
 rrifarina angulosa 
Rvistominella smigua 
Rosalina globularis 
HsronalLanina  sp. 
 Uphidium incsrtum 








SonionelLa  bradii 
PulLenia subcarinata 



































*1 A'Pq*CI,  )
I: only I individual. 
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算22史 越 冬 中の1991年7日 ・'v・日 月に昭和　Aoの時 点 τlaつ サ られrdい が 、北 ①瀬 戸 の混
基地 付近ンσ)「三しσ)瀬戸ふ オング1レ)纏 、 ラン グ 速の変だiど比 べる=と"'よ り、次σ、よク"一言
ホ プデ1(河 沖 で3・ ノCOePS¢ 売 向流 正劇 彪 を え5う ・ 、
行。　7.。　Reg　 L　ft-　R99・U,　 FGkGCt製C下3型 ① 干 薄恥 う満 潮 励 ＼1すて」t　tv比 熱 、らの 濁
電 磁 式'液 面;越 封(O,03・vBm/S,方 位1ユ9タ 凱 一2°
ん+も64°c、清河圧:♪K藻 ∫こ)Om)　 ZI'あ3。
〔北の獅)
フK)果21跡 地 実 の|9m深 で、7日Ij冷tV　 7自
ユ6日`字測 定 。測 定間隔 ユ分 、サ ンプ クング 涯@
劇 画/籾 。
ラ則定雪月間 中 の末 ラ昆 は終 始 一1、7。ひご∂～。 た。
れ と!Eliり、流 産ノは>1(≒あlc尺 とな}。
◎ 満1朝時 にz越Ll言 最 大 ヒreり 、
③ 干三朝b－か けて 、南 ～南 西か う(D流 れ ヒな
。て㍉ 誠 吼 矯 祠 は ぐな 昌。
干潮 時にぼ満 足 信最 小 とru8.
この測 定期 間 の後 半 に、24時 間 周期 σ)潮汐
の時期 とな フ た.二 の 時 、高 師の変化 ⑦規 則
緬 う醜 ぱ 靭 と極 めてよく対応 しで周期的1}脚 数 し耽 、らが 勧 か'阜越 した・　IPtヒ
に 郵bしP-。 同調 可b(タ うに2緻 乞の疫fヒ も周期'怯 がネ明 瞭
① 千湘 かう満潮 にかサてば 、南 ～南西 か ら となりて 変化 の帳 場小 さく な ・ た・
の流向 とな リ、荒廃 が夫 セな3。 この細 岡の漉 』L/U35吟 后 ～70"7fgの 向τ 変
② 満 三朝時 にσ 、荒尾 がや 、減り1・可8。 イじし た 。 水 」昼'8、1{日"-i,S;"oレ か ら 一'.4.じ に 昇
③ 篇 恥 ら干潮 にかけ τ・S,緬 か、急 変 し、温 ・励 と、期 間 中 一1・q°じ雄 持 した・
嫌(叱 ～乗)ヵ ・勃 三kuatr6),　 iRiLbvkと 　 (1　 (bifil定)極 めZ醐 闇 物 ・た が ・
r6b。 この 時 の1誠 信① の時 よ り榔 ぬ 大 であ"N-NqlA-r.当 。Zいk。 裏 向 は)〈 都 合 が 比 ～式栗
さ。 ∂＼うの 流 吼 τ・あ リ 、IFL・i21t94,70,r>,IStV7P噸 の
④ 干 潮 時 に は 、1謎 は ノ1・ヒな ら。 これ'S② の 顧 τ潮 汐 ヒ釘 応 可5ら しし、周期 的 憂 に1テ し
1忌違 δ り概 ね 小 であ5。' た。 しか し 、21Dσ 日9時 前 か ら 忌b、 　IOhn　re
この(タ うrJ周 麦唄獣)・妄{巳 は 、潮 三夕bV・小 さく ひ9ト の1同期 τ'荒 向 が ～s・va!DS→EウNU反tJE5言 †尋わ
9時 期(1jN三iH95一)nt9、 特 に混 同rc(h・vaマ 不
明 瞭 とな ら。
;砿 ほ 、 二の期 間 に2,3es/s～7007ξ の 周 で
郵 ヒ した.二 ⑦ 梅 割 潮 時 一9'1Q〈 な 。た ・
{フ 「:ン7'1レ矛糠 〕
ツ の 回 転 そ 始 め 、 う 時 内 尾 ら4∴sら'い マuんFb
この 向 、 流 産 噂3S%と 小2〈 な 。k。 木iSt8
10Rユ1日 ∨ 日H　 tOe　 尋?、・の 「同`=-1ユ 。ε/1二昇 温
は.ね 。 しか レ 、 今 〔ヨの ラ91彪 劇 同 車i・'瞳
孔 「3な(、 上 初 場 裏 の 原i司'ヨ 子 羽7あ る 。
thltl,iく運 な3ト う フ の 水 深 引網 地 長σ)4YOm〔 ラ ンウ・ホ ア デ*河 沖)
深 で,10HIOB～ ユ1日　t　l1自 ユ0日 ～2>日 の2
回i')尼 。 前 差 ば 測 定間 隔 ユ窃 、 サ ンア ノ ン7"
速 度1瞬 夕、 種 名 ・ヨ5れ ぞ 碗30秒,1吻.
(ゆ 日σ)ラ9,1定)
z"あ3σ)?"、
igotlP9一 ンt8回 禄 ヒ予摯 之れ3φ ・宕 物
見く深6)qM地 晃 の ∫00m探lt　 llR　 7日 〃u日3
乙・si)島,三 品碇 内 湯30サ,サ 》フ。リンプ鹸 り略
|4こ4ZLT.の}胞 向i}し裏釘 投 入 時 か ら 、時 計 回 り
六ンプ1レ 繰 の潮 三卵 神 の鮪 の 都 ヒb・,4・翰 鯛 踊 ・k.二 の 回
昭 和 墓 地 の 」芝uaをft用 す ら.潮fi,1)!?第i=ゆっ く り とr5っ7到 内角 降止 ん お。
Kcn循t30　 ・・　SV　Anか け て1回 転 可3涜 向の 変
㌃響㍗ξξ蕊蕊鴛才喋纂数 菱㌫1鷲 ζ識㌶鷺詣1芝
ほ醐 的に変fev,潮 汐1・極th　Z2ぐ 恥 し 鯛 僻 に、和 劾 ラ融 が網 の醐 噌 寿
㌫纈 警鶏㌍詣歌競繰:1㌶ ㌫勢晶濤螺舞論 鋒
明 瞭 τ'あ さ 。
31
25 昭i#o#ej2?一 み ず/ヌ書 飽 闇 う ∫一!9一 き 仏 －F上z・ う





」!4RE-/4駅1題 字σ基 ゴゼヲミ竣ダ真 か らト ラix・　 一スラ身」量 によ グ ∫一〆f－区1ム ー み り望η集 で・一βilitt?
緯経 度 及 び 純 旛 展 を へ…-2.IL梅 月体1・ 鞭 ・　zR・h　 t・　〈iv4tus?婦 ヤち極 微,!9ク ダ)
ク 牛後 、u-ARE-z・2(N"iiliL・-S..Li・2%の甥 諦 腰 虞 残 置 しz爆 破 境 蒐 鵯 賢 哲㌧
f=　(ZkqtaL　 ef　、、?.,/タ82　 )　 .　ttleigN¥i/sE　 tat・　fya。,rSe由 か 肋 近 傍!;kGe± 　thnのz癖 者
の遺クf2霧 票9比 較 ず孔fよ ・、!9μ －F上z・ 弓 氷 床 藩!翫 マ・ラ端 多 量 訊・4煮 差$h3と 窮 樽 寸4礼
参.アA　 REr-　2/ぽ 〃V∫S衛 星 を事1帰 しW6S-22梅 月4奉 上Z・g謁 ク稜 も谷)右 左4う ・ec鞍 今t=b
/:'メ謝 絶 湧`1}変 換 Σ存 ラ塗 啓 示・弟3・ 昭 和 塞 地 ズ抑 吏/"-as・"2蜥8∫ 渇 稜 ξ谷 ラ と 硬/う
よ う にあ 光 那)f島t三 孝タ3クo-4eρ 加,¢3亙)向t=30勿チ・乳3あ ・,=1差 左華 表ヤた・β 倉 ど
ラL② 原 裏編 伽 ・$3e¢t43ヒ ・W・;kkr-et。2.(/ア6ク フの 家'・ 徒 パ&。sdi$9tCes
－ク2裂 パ 塗換43こ とVK"-z-i1E3.両 者ら 萄 彼tSitth・a-一 り 桑(A7・a瞬 ∫一ク壕)/?elt・.tス・
HKben7(/7Sのt・ ・k'5z>"う 鶏 乎増 熱(嫌 う鯛)三 を{EX　 il　.ク 鯛2・ う 譲 元
随 φ躍 のな ・廻繍!の よ ラ/=観 劇 套/・ っ い2得;い ・皇 常 鱈 場 終 夜 生 徹 ・de"t、
ゑ/ta/92の よ う/・ 圏 示 ず絹 ・湊 差 っmatＬr・ 。R£2,,一 様 τ ば 伽 祢.・},・・,i';・f7#.A?Z・ワP%
攻7墓 警 葺;































































































































26 継 綱酪 レつ の微(働 鵠験
オ喬本雅 之/名 頭 五郎(ナヒ)κ 低 綴 沃)
〈はじめに〉 ラK鮫 掴 所 鰯 のジ)〈後方ぞ 小劫 ＼フ毛/・ 噂 駈 編 方時 確
度な どの露払 乙た鉛 直断面には,岩 屑 ε含 ん 果4"圏2ぞ あ乞 うヒの飛動(群 、・,庭 面 ヒ沿
だ氷 の層()7Y吾β」≡三し一ジ)が しば'しば見5れ っ12働 まれてきた砂 は,障 書物 後@ぞ 復氷が
る。 この閃部看 レーフは,氷 床底 面の老盤上 生じる仁 め,後 面Kお,て 逸 ばmすKラ κ佐 内
力・らラk4ト肉にとソ込まれ,ブ κ床表面 へ と上扇{二 は・・り込み,繍c上 矢 、上 黒 した・
①瞬零物 が存在1な い場合乙て蘇 鴎 訪 叙 し、飢 穿 初1ま,こ の
薩 摩物 毛はずし,来 の末端 付近 迄停ラ第ラκと離 劉 らか に蜴 蜘 に,耀 上 の出初 べ
氷鯛1て と述 部 嫌 控 嬢 的 に多難 。 乙1勧 煽 綱 のラM・,麟 ブκ目 し上 掲お
なず'哩 縦 生 ば せち この場合,歪実験装 置を図/に〈吏,験装 置 と主 教〉
示づ。氷床 の下締 陽 盤付近の縦 断面き形 ど ぱ圧面付 近 乙袴葬米前面君近.ヒでたキ く、上
った厚 さzo〃。la'vのアつソル板裂 の枠 内Kゆ さ 面付近 で1訓 ・-1[か・た。/ワ7時 間圧縮1た
水色フtOb.榊 舶K{も 相 形→犬の鍛 練 が恥 で抽 。氷の素動 酵 ・雪 面に
の解 物鯛 危し、顧 脚 線 靹 惨 く.充 て顧 帆 熊 郷 下和 停辮 やの輌
このラ1〈の上鵜 川(30㎞rの 足荷重をカロ2Z.・、枠1ぴ 耀 し、Cに 圧縮 屯続 けると氷権内E上
肉の水差千綿 βK向 って圧縮 乙た。この際,弄 した。
以よ一のぞき寡Lは、障害ζ吻が存・在 し復ラKゐ"生じグKに二次硫 動を起 こく〔せるた幻に,両 側強
ち駅 がそDr〈.・Z'ltLZOmvrv.髄び/Ol、。。、のア 錫 合惚 ＼＼打 倒 が鍬 ば耀 聖上磁
クソ嫌 嫌 板ぞ舵 ち まε、千綿 β倣 屑はラ隣 献 判 障 れ戸締'幟 ・て超
し{丈)毛子モンし一 ンメゴ・形 成て±赤しノヤ'フび'てはラk扉 のの上面 の!部K乙 一 夕 一も設 け,上 」允側 か5
流動 ぞ輸 送/さ徹 て くろ分 のラKを とか つ こ とK末 端 付近 の夏 蚕 に出1く る可能 性 があ る こと
お て,糊 緬 綻 献 態1(さ 蘇.こ の 色刷 て し・観
装.置全体EO±0、2°C{二 棟 ・た低 渇 室 内 亡き21、 、' v




・畦 形。 し纏 誤 妹 。 この場鐵 麹酸
囲z、
/、 ぱ じ(めレ(値 を示 レ,DonJ比y1か らの 試 料でば怖仁4身o〃
物 柔伝導探鉱 却ま,岩 石,土 曜 泥 砂 自ic)OOp・m　(工場 泓 硝れ),玖 ・㌫ ・/ztOppm　(垂
細 く,植 物 な必 を対象 に して,こ れ ら1(含 ま 均 泌 伊尻),PbI20～9伊%ζ 車 垣3/ppm),
れ る耀 蘇 膿 常;麟 帯 鹸 鑓 る こ ∠レ(αn・　Ut-69pam　 (JU－角39ppm、),Nレ ふ6畑
よ っ・乙、鉱 佑、作 用の有 無 や,異 常濃 集結 と鉱m(2rtyl49pa〃z),　 CO:.2Z)-v30pam　 (Ptvaz4pa
床 ∠の・位置関イ系を日目らカ＼レ(ずξ)こ∠を 自9{]にm),Cd1<5pmど な一η ・Zいる 。ニチイ ・ラー
し7い る 。 こ(7)堪L球仏 轍1宏1ま 広 域調査 に 谷 とニラ.イト谷 麸ユ匡丑日値!五臓 乏「る∠,玖 ∠Pb
おレ・て も 精 藍調 査1(お し＼てジ 極 れ 有効 方寸沙4倍 ラ イ ラ ーIEB(49(,6L・bテ イ ラ ー谷
な09ZIあ る ことば齢/く 候 倒 壊 イ拍 ら(釈 靹 そ し・る.伽 仏 怖,NらC・,　 ca
ifZ/rZレ＼ξ)ol(/つ し＼/Zはオ目遣 」∈よ3ナら才しな し＼o
老 こ忽 水 布 貌 ぱ餉 極 ドラ イバ レ ーの 次 レ(こル ら 微量元素 の舗 量 廃 粥 位
塩漬 物 申 の微量金 属元 素 を〃漸 し,南 極 惣 或 置(地 表が 巧 の衆 さ)∠ の関 係 を薦 寸ブ
4の地場ミイ伝導探 鉱彦ミのゴ颪爪)・に/りいて、考察 した 。 る 必第/図,第 、Z図(刀,よう)L(な る 。第/図 お
え 誹 豚 取 よび窮 乏風 力＼弛 コ(レ ぎ レ・趣 設 置 し,ど'
ドライ バ レー趨 或に は現 在ま で1(ZO本 近 く れ を異常 値 どす,るη㌧ぱ髄 である が,朗 巧か
の1穴一リ ン/ブバ イ守わ勿レ(レ＼る が,そ の なotSv5に 高 し＼友b祈イ直1≦目!al〈e　Leon　ヵ＼らの言鵡斗//ぶ の
ら代表 的 な訳 一リング と レZ8イ ラ ー谷初 山 翫 の嚇 斤値,3900ppr6(O.69%)で,こ(η試
一絶 ㎞(D▽Dρ 一度)∠ ライ ト谷 の 塩 胡(亙 れ 料 ぱ何 らカ＼の形 ・1・2k(刀鉄 条 があフたt(ハ ど老
JLzin_,　DVDP-f3)砿 山 ンi」'・7tz,.壽 篇 旱_諜.旱㌔.ト ー 畠
選 び,そ7し そル39個 お よ び/Z個 の試 料
を採取 した 。爾来 一リラ ゲ ∠も基 盤 岩
まで到 達 したポ ーリ ンゲ孔 であZ)。 試2°
メ斗に ぱ分1級の悪 い砂 質 な い レシル ト質)e
の 羅 土が多 い が,一 部 にば融 オく河 堆'°
積 物も含 まれて いる。ま た堆積 物 ど広"
較 才るた〔(め基盤 も〃テ来〒した〔。
3、 ㎜
試 料 はまず 〃o°cz乾 燥 したの ちレ(,
i了＼るい で分 レナ,友 クメッシュ以、下(7)粗手'°
を分)繍 斗どした。測足 し1ζラ乙案 ぱ,…
砒,翫,Pb,(販,Nし,α),&Lの7元素"°
・色,ゴ ペ ・Z空気 一水 素炎 によ る原 子[痩'2e
冶艦 ・分新 ラ去を扇いだ。
分 析 紀果 は,　take㎞ か らの試 料1"

































あの　あ げリロあ ワ あ の 　 れ 　 ゆ 　一書
三l　SltaLt
1。1・nt'ti£|　L・mtStont






え らrCb.赦Pb急 ま同 じ∠ 幽b。 月偏 擢 常 値1蕪'_
料 〃/～/バ お 毒 び/34が30～40ppmで∠.∠に が選あ る こ 翫 二mc　ash　:　　　　　二=y
イEsL＼(7)vX'i≡ヨi工.!っ〇 二三れ/ら(ハ イ直1ま 一ズ(]"異常 値 と二 と二1フ＼鵬。tTv,1、L,V、,,,。〔Ni]。、o。t。。
老Zら れ.る で あ ろつ 。 し か しな が ら,似,　 iYL,な 特 徴 と.1舗ロあロ ヨコリ
ω,甑 ↓(ηレ＼億 誰 翻 試料の緬 イ齢 してあ1寸騨 ㌻;
分布;畑 ∠基盤岩の舳 値の分布状況がイ以て ら礼る。菖蕊:一
おり,∠ ∠に異常値∠考えるべきも(A　L6ts－い・こ(刀Sラll}瓢㌃:≡ ≡
1(・分新値 〔c。〕4.、考察
南極地域忽ば珍しく厚い堆酬 ⑦存在する の舗 範 懸薔壼≡≡≡≡≡至≡≡≡≡≡
k/ノ ル 姻 敏 おい慎 錘 確 度的な 動 濃 く1_ll_
分布脇i(郁 個'炊.こ れ卿 堆勲 ぱ ぶ イし＼齢 …==
徹 鉱 堆融 難,堆 積麟 撰 島 イお るこ∠ぱ,鰯 齋=こ
U,碕 にぱ海水の寝入な必もあ'7たと纈 腫 低温の極,31-一州 一一 、
れえいる。老こそ,こ れら堆瓢 中の微量成 地そは, 痒譜図 ドライバし一(刀永久羅 葭び琵
分∠通南の堆積岩の代表的な・Lのとレて,琵 也學的な 琶錦岡遮刀輪 中の磁 加虐泊量
琶謂周辺に産する堆積台車の微量成分・ピを広 二嚇 が小さいこどとあアりせ/乙,鋤鮮 爾
辮 孔 た.琵 翻 胴 伽 老耐,鋤 雄1利 画 し・醐(、 醐 駝 こ引(元 素膿 馴
ξ誓2ゑ認ミ三膿覧た鷲塑畠21エま齎1論認轡1言猴g駆 ・;贔
響1露躊 歴誌嘉設(蠕㌫ 驚喜露鷲恐窪髭1三顔繋 篇
吋 陽/パ レ 臓 料醗 鵬 確 言 胡 を留 る.励 幣 足駄 お し＼て低 し＼こ脈 η
周近砧 石の嫡 働(tsべth布 範 鋤 峡 レ・し・て禧 こ蛎 帷 翻 嫌 岩{(∠(1(Pbが
こと,閥 ドライノ＼レ の鹿 ㎞ 砒 の ・ケな舵 勧 ・,翻 ＼醗 顧 翻 異寺元
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29 南 極 工 しIN・K火 ム の・献 にイ半 う地 震 活動 ヒ つ い て
ラ麦谷4,,雄 馬 場 め く'み　　 E.　KIENLE　 R.　R.　DIBB　LE
(極 地 研)(千 葉 大理)(了 う ス・ナ]大)(ビ クトリ了 大)
南極 上 し1・ス 火ム の 地 離 勧t調 べ る 絹 地#の 際|靖 ら"t・'・ttai/,1・「づ紬 よ そS
セ 肚 了 メ 踵 、 二_ジ ー う ン ド 、 日 本 の っ の タ イ ア カ協 る ・ とヵ輔 力＼・ 在 ・ 図 日 諸
3ヶ 国(=よ リプ ロジ ェ ク トqMESS)が'組 ま の空 気振 動 式.の 側 を地 震 波 と4>わt-1示 す 。
nl18。 醸 よ りMfi・l　bN'続 け ら れ て ・・ろ./98/　 ak　 koivarPスNeワト1・t図21添 七
轄 の鹸 観k・ll.IFi、・マ は ム 頑L・1の 胴 搬 礪 波 撚(・ ・i・-2SHx)1・6'・'1汐
の半 径 細 。k,n.の 範 囲 由1・ 鵠8細 ナ峰 観 イプ1で1焔1循 醜 スK・7kl・ 纐 ち タ
測 点、(テ しメ ー タ ー に よ る 常 躰 見損恒 斗点出
臨 時観 測 の 斗出、)1=よ 。 マ 地 霊 魂tべ 記 健 さ れ
仁 王 しκ ス ム ム 頂 の 磧 火 ・イ寸近1・ld・S也霊計
セ ン サ ー と共 に低 鳳 祓 室 気 推 重ヵのセ ンサ ーbN'






イフ・工 で は闇 夜薮 「=対 し ほ ほ・リニ 了 に減 車Lし,
タイ フ・皿 で は2～5細 ・卓越 周 波 数 も 脅 つ 。
観 劇 期 間 の う ち19811iFh月/∫ 日～/922与2
Alseの 期 間 鴫 賜1ほ れ た 磧 如 ・伴 うaaL霰(
ム頑 で の地 震 波 の 振 幅 非 嘲 式 き な ん の)
を調 べ う と、　 eesの 納8剰 贈 イフel.　st　・ は
1[の 室 気 振 動saEイ 半う も の1・・sタ イ7・:匹 ヒ皿
の比率ld13ぼ3対1く ら い で あ る。
この期 間 仁碍 られ 仁磧 大 仁伴 う也 霞 渡 の」誕
図1噴 火に伴 う地・夜波 形 ヒ低 周波.堂気
振動 波形 の例(記 篠長は μ 砂)
?
"499録 の う ち ゴLち あ が ・リti＼'明!瞭/・ ・比 敢 的 精 度 よ く




回2回 目 ・ 示 ざ れ ろ3っ の タ イ ア の#






　 S　 O　 2km－
α.農 夫 伏「布
?
回31。nの 震 央 分 布 と 霞 幕 の 殊 さ 分7e?efi・3。
色 ≠もbN'タ イ7・ 工.黒 丸 ヵベ タ イ7・ 皿 の 霊 気 振 重力
波 を 、伴.毛 地 震 の 震.森 を4乏 し.ム バ そ れ 吠 外
の 地 震 の 震 源 乞 表 す.震 央 坊 刻 パ る ヒ ム 頂
の 丸 和 星川 ～2k帆 ・ 範 囲 ト 怜P肋R-sk　 b・7b
リ、 震 源 の 裸 さ 分 弁 ト よ る と 豊 漁 は ム 頂 直 下
か9海 抜 てlko・ く ら い 寸 て1・(i;19唾 直 ヒ 房4
づ る.タ ィ フ・五 パ 室 員 振 動 魂 を 砕 。 乍 抱 寝 の
霞 禰、は この 岨 面1》 よ く 合 い 海 抜 か ら 上 へ1～
2k,ル 才 で[=比 較 的 二集 中 しrt　 い る.タ イ7'皿
の 主 気 振 重ヵ波 を 伴 っ た 地 震 の 程 森 は こ の 傾
向 か ら は す れ ろ 毛 の
c.カ ＼'レ巳較 偽 タタく づヘ リ,
震 源 の ろ梁 ぞ 択 ム 頑 下
1へ3　 kmヒ タ4フ 。皿
1;VLべ:t(義'く き す ろ
頓 句 力N'あ ろ カNム 頂
よ り 南 側 やetZ4'日 二彊
」たhX'塩 う と い う よ う
1つ霞 》長 句 布 に お 叶 る
1す ら つ きhVよ り 大 き
い.
c.　EW方 向 重 直 断 面 図
図3噴 火e－件 う地 覆 の霞 幕 の 分 布
b.　NS方 個 室 直断 面 図
37
30 南極 ビ ク ト り了 う ン ド,ラ イ ト谷 基盤尼 の需地磁 気
継 オ＼ 貿,永 田 武)
国 立 極 地閻 究 祈
マ ク マ ー ドサ ウ ン ドの ド ラ イ バ レー メ巴 ワoρ の 経 繰 上/三 図/の ノ う/:広 く 分・希 で う.
、飯 、・fOkイ 纏kwava　 x`、　 賑 働 抽 飢 のS。楓 そい ・知 レ,(わ 　 izr　〈ノ)(3)で 未 到 、
271ar〃6とOrdou/o/anの　Gkza　〃・ん～　Gne/'ss多 総 線 止 め畜 請 戻 絢 」:〈52・ブ　 tsr風信 度 創/二 分
し・ ご斗入党 貫 くla・ ・pr・pdyreや 戸 り吻 ツ 希イ う・ 交ん 肖磁 ば88vo・pプで 行 〃 ・
礪 罵 頬 で 肋 ・ ぐ ト{・k・吻and　 U/・b6,た バ の ・の ・幻tg・,S・'… ゆ`f"
1952)・ β・〃 ・ta・1・(ノ952)(・.趨 走 、 …1・3…ep・ 寺 饅 足でas
ク イ ト 谷・めG　 ran/∠ ノc　Yockと/a〃 ザ 叩 〃 κ
の 乾 地 磁 短 測 定 し、 こ め 処 痢 傾JW纐1。 の
浸rr昆 γd.　 /eir/le　 /f　XZ　v・　」し,〇 六dov/(フ ん2ノζ の
残 留 磁 気ifl乞 冷1二 失 わ 訳 て 、、5多 ぞ 胡 ラig・ に
レ7・e-t"杣 形 〃'an・/〃 励 ・'r/タ
マ7)、 づ ラ4ト 谷 よ ウ2ρ 　 XrL　 南 め ラ ー-e
－軸1岬 ・・内
廷 レ ア・鷲 采,Oya。 。ノ0/an力 磁 歓 壱 濠 ち,
ir・　 Cty」〈e　 ・ 残 嚇 焼 却 鵡 緑3・ 叉 ・f)
そ り!しf㈹ くみ 希/ず3b`う1ブ,
衝 纐 昇 κ め 東 南 換 リ レGPと 周O'　 -Z-fO　・i　e多 ぞ 一 読1卿 尺 〃 θ減 少 す ヲ 。 志 向 破 化!e,
・壱Gp!ちit＼ 　r.レ 仁,高 鰭 彦i;か 命 ・ず3bめ'7 ,40ク"0駅 止.で
あ
孝.名Oク ィ ト谷 σ・9　 (')　 (9ram'b'cj　kook彦'ち ク き,4惚 度 のbめtzr,4〃 〃 ～ 鶴0°
(・)G・ 醐 舳 山dy1・ …)!ez・mア 岬 炉 ・ 砺 髄 羅 紗 紛 ・'・i[蠣 後 刷 ・獅 パ も
&yke(9ノ 湯ノ乃レグdyke　 で採 集 レf;・　 Ll　飲絹 度 の6の11,SO〆0プぞ 安 危 乙ケ ㌦
の影 粂1ω ・(5ノ ・〃 〃"・;〃 〃…2拠 り ・/〃 劒 足 レム綴,承 諾度 めzり
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C　Vanda　 lamprophyre
7。 ピ/ノ へ.(kノ づ 賓 粁1;財 レlheγ 〃?a/-
demas・v　 kit　76・ 　t'鉤 裂 ・ ζの と ピ/)
ζの の 伏 角 め.」,E.・ 資 料 略,S。 パe～
6・ブc禰 燃 ・纐 幅 吻 の州 ギ見
らkろ バく,〈 フノ と ピノ ノ(3ノ リ1ズ 角4)犬
(・ ・ も めiEr.　 3ク ρv女 ・ ク σcで 忽 ノδ森 少






 ,f  O  O. 
 d  01-  I  J  --  12  C 
 Cu.ri  ¢  poi  7     
,  14//9/ N 
R  11  (g,  Car/e  frinZ  4 1 f , 6 ,45  1,1 
 ° h 3 ,  
,  lerra,r  /2,  /er, — 
e 1  0)  4/  Taylor Va //e/ — 
 „ P7'  feAk^-1,  JuretssiG 
 F.errar  Do  /ey-tte  ,  2 
3,-  0  0°C  2  1=  :Bea/ 
 a/ ( / 9  6 )  /ft  , A d5 Al it, 
 sq  3  ec,*  r  r Curie 
point A  ft  a  u  f=  J g TE „. 
 toylor  Va/19/ V  G  P Wr/iAi 
Va/lel (iNA /-49 ift (,) I/ a P 
A7 4 f6 — 1 3 r*Pa A 
41 op ,r  ALL  a ,  1,  4  c 
 ^=-  61  ,-)s  \--r \A \ >j t2 2s
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東 京'・'・"Mc〃"r/oSo〃 月 ノ 間 の 重 力 綿 々・
毒 タト 学 術 調 査 班
(イ・ぐ表 着 京音戸大学理 学{祁 中'り 一 直β)
1.ほ("あt:
ラ コ ス ト 重 力 計((1型)の 定 数E高 精 度
で・ラ越 す る)と,エ ・よ 〆,環 太 平 ラ手 ・疏.
「こ至 孝 地 点 で重 力 測 定 玉glraい,最 新 の せ
、界一重 力 手用 で あ る 国P祭 髪 ズ7基;1隼,f.岡/ア ク/玉
,継 手ξ卜己)1〔良 呵 る 〃){二 そ{之セr:せ う る 責*三fち 才是.イ夢(
す4:と,の2、 白 土 醐 沽 躬 毎 夕酵 術
調 査 ・く,/979年v・ ら/タ8・ 争 … げ
7fテrxJっ 」レ{「:。 吉岡査 す ラ去 と{て(ま,航 空 オ勇ミ
9乗 り継 い で㍉7～8台 の ラ コ ズ ト 重 力 言ナ
(二 よ る 国 際 重 力 結 冷＼も 行 ぼ う と い う 方 ラ去 も
採 用 〔 「こ。 こ の 調 査 っ 一 部 と{了,/ク
8〃 年 に,　 chhl　 s〔c　 hqr、h
(　Ne　 ta!　 Ze　 久1久nd)　Egf迷 点 と|
て,東L京 ∨Pイcト イur〆o　 ∫oanメ 間
の 愛 力,kS・合・b〈2bつ ラ コ ス ト 重 力 言ナ も 用 い
て 行 な わ れ 「この τ",そ の 手既 」夢 も述 べ る 。
2.実 施6っ ネ大ラ」乙
2台 っ ラ コ ス ト 董 方 言ナ9用 い て,東 京 ←→
5/ノ 　 ・e/eChri・t・ 　 お"rch
← 洲 ・tvlM.do　 5… 　 d　 閉 め 往 復
重 力 結 合 が 行 ぼ わ れ τこ。 極 地 研 所 属 の ラ
コ ス}重 ヵ 計G-/83に よ 鳴 ヵ 」貝1碇 「エ,
直 梼,こ ・1レ ー ト ビJiio　 7伽 汕 川 …,
東 フ(海 ラ羊蹄 アケ属 の ラ コz}重 力 言ナG-/　 2　tlL
・・ っ い て は,鯨 吋 戸 ・ ・/間 ・'㌦ 他
の 数 台 漣 禧 れ と も`㍉ 教 沽 仁 者肺 τ
も,重 力 須・,定ρくそ了ri4つ れ 「こ。
Mc　 M　 za　rdo　 S。 μnメ 内 τ・の 測 定
、e.t;,っ3"4ts・ り7・ あ ろ.s司竸{騰 難:ll:;1
3.重 ヵ 結 合 の 竜・義
東 京 ～Mc卜 ・1tah/050切hd間9航 空
才髪ミ9rl用{て 短 日手間1:糸 考'3:こ とi:よ'ノ,高*青
度 瞳 力 糸給 ・汗 」r・ 。 よ1・,言 謎 。・あ
eよ い τ・あ .「zMcMqrd。 　 s。"。dの 童
力 点aak-zvscL」,3'1(1こ 。 こ れlbと
吋1,将 来,糺M..メ 。5。 。.d経Cb
7・,東 京 ～ 瞬 曜 地 間 ・ 高 精 度 重 力lt・fAv・ ・
期 イ奇 汕 る.
4.タ 則 定 上 の 問 題 ま、
s・ ・τ磁 ・也 τ・睦 力 点 ・ソ タト・:あ る1・ め,
イ去る昆ζ(-2`1-Oc)1二 王ジ1下 る 風(最 イ重㌧/0'カ ㌻イ5eじ)
・く劉 定 め1か 月轄 と/い τ・。 と い ・,G-
/24・ ・つ いTI」,縛 器 ・・〈e.て 見 え
1よ く び 。 「こ り,ク ラ ン プ の っ ま みvg回 転{
`;<<tate「:'ノ,予 備 電 ヲ也oく イ(月ヨ子 育ε`こtS
・ 「・川 「・.南 極 の 軸 、芭、・よ,ぜ ひ ・ も,
へ
室 内1:設 置 す る べ き て・あ る。
脈 動 邨 ・ん ・ガ く,縄 気の景燦 然
c'ら れr∫ ・・。1:。
∫.結 果
総 糾 い 解 析{エ,?}・ilv計 ・ 定 数,ド'1
フ は ・よ び テ ア ・∫ ヒ沽 考 慮 ・… 帽,硯 石 ,
実 行 中 て・あ ろ 。 こ ・ 講 演 τ・'叫 ・づ エ τ・
に 得 ら!a7い ろ 予 イ,IS　bY　t4・　,kl果 を 示 す 。
riL㍉c痂5t　 c　hah・h・ 　 Mc　 M、.d。
5・"。d間 ・ 航 空 桟5・ ・ttL・ よ び
MじM以kdo墓f也 内{:」 デ げ る 霜 珀 と 交 通 つ
イ便宜1工,　 DSIR(　 ～ew　 Zealahd)　 のa子
奮・`二よ 。 て 提 イ芙 」 れ 「こ こ と9附 言乙{7,1射
も
駕 墓表 す ろ。
P(仮 設 点,室 内,t8Cc)
EJ21(徽 鳥 勤,一!9"c)
c　 r・峰 ξ.鰭 伽 軒 下,一!ク ・゜)
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や 紅 ム脹 地 域 の・¢hXN2類r.対3鉱 物 茂住 関 係
残 暑正雄(濁 ム大 ・多礒)
白石知行(国 立極 醐)
纈 と ムR綱 恥 憐 η ク,・ 婦 瞬 ・め 〈,稲 ・ 細 鵠 ・鹸 頒 輌K曾 祖8・
な ソ,そq基 盤 尖 顔 ・寄島 憂六 度 の受 聚 落 類 、 二 の よ>　 ili函 殆 のdW・・w・P4t;ム!eな 関 係 、7,内
閲 長 寿類 字・ざ が花 詞 完 類k¥ソ 構 衣 さvKて ・、 輝 石 一 角閃 石 の組 合 せ バ 瀞 安 行童 女 条件 下で
3.寝 衣 着類 、守A・B・c・P・q$5)・ サ3夙 一 酵 姓 、すGr〃ecpエ の角 閃kl1ギ 定'「Tg・ ・二)・・毛爪 、
～虚 某彬,泥 質,石 灰 質 の組 衣 のtの!含c.・(・13.二 の¥うK,　 (tlvo"P工 の 鉱 物 組合 せ
そ の 〉 ぢ,申 、遵 一躍 甚梅 巻 バ ニ の惚 顔 ・全体1、1ブ ラニ,うKト 掴1く 属 、,　6rpaecp　][の1組 勧
函 擁 封.1‡ 綱 繍 ・t・ で あ3・ じが 卵 力＼でS3・
変 禽%蜘,醐 づ 挺 胸 鰭 の鉱 物maA。e　 　 綱 輝 石 一章斜 輝 和 組 合 や 富 合・・吠Fエ ・
K胡 釘t,鵤 群 調 長 纐 罐 祷 畔}Z7r・k"'k・g3A・p・ 鱗 舳 ド て 広 く総 め 決
う臓 纐 纈 解 。ミ ブ マ96噸 嚇 老93.ヤ れ ム鵬 釦 グ'仁 巧 林 相 獄
のパ レオ ゾ,ム と,　B・C・PI?・ ・rr・kva　aShth欄・耕 耕 殖 の出 納 安元 の熊1・ っ
叡 秘 畔 鴻 瓢 角鵬 ・欄 で 巽 バ ・己 一1く ・ カ・の鯵 斜 禰 輝 石 ・醐 樵
、り.可 なわ ∫,前f　 (　6i-iceec?エ)1‡ヰ雌 ～塩s－ ξが 両 輝 石 ペ ァKt3s・2…s渇 度ヵ・5検 討
茎'性 劣K、 糾 え輝!k－ 陣 斜 輝 石 あ・よtべ斜 方輝 石'→Hd
!含1L・ 組 合 ゼ ド¥ソ,客 衣 緩 茄 乙qiCOPtP　IL　)ば
・斜 方輝 石 老 欠 く組 合せ に よ ソ そAぞ 政 情 徴 デ
、ケ}A3(第i表).(寺rρ 岬 工 の 名 石 ド お・プ
3斜11Sk－ 単 斜 輝 石 一角閃 石k6・ 岬 工 の
完 石kお ・ナ3角 関 ラ6に関tマ,uく っ が の 試
脚 … 、て鉱 物 勉 関 イ紅 ω －M3ρ－Feク'肱 らE
(一∫.,oゴHzρ)系 、で 表 幻 イ2c,榛 名 の 角 閃k時
節 彊 の 酉 輝 石 と 美 為 す3角 閃 石 ざ ソ!4∠・03バ 低
















Ciii)　 Paleos㎝e　 in　migmatitic　 gnelss
　 (TwO-pyroxene-biotite　 gneiss)
　　　Op+Cp+Hb÷Bi+Kf+Pl+Qz









ム　　アね あ セあ ロヨニムヨ　うれ あロうに リム　　
・p・t・t・… → ・・t・t・…(・1・ ・t・咋1μ ん ピ ー 檬 で あ ・1・ シ と 宅 賄 示 し て ・・3・
CP-clinopyroxene,　Gt--garnet,　 Hb-
hornblende,　11-i1爬nite,　 Kf-k－ 二の地 域 の ゲ う ク ・ ラ メ ト相 老 石 、害閃長 先　
伽___1d_、 鰯ll鰯 羅羅1::::誓謬篇 ㍊義 ㌫ 講 雲2㌫'
Cp・…　Kf・P1・q・　 i竺 竺ast°n'te・Z「-z1「c°n　　 っ・がasA3..・ い 郁 販%轟 ・う の 内 輝
:.:il:ll:1㌶ll,IIXITtf° 「c己1`'s'1categne'∬　 　 　 　 看 ・ 鯛 続 第1図1・ft.t.YVk'〈 ・・3・ 関 銭
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η両 輝 石t・1互 の間 のサra;ず,童 女 差 の6gme
kヒ の聞 でt　 c・M2At,'b/e看 相 関 づ系芝示 す 二z
が1主 目ぐUt3.寿 衣l　 on∫ のべ ァkっ ・,て見
積 ら畝 天温 度(20・e-e2グ の 差疫 荻湯 の爾
酪 ・顧 ・ よ い 一致 詞 ・9.さSl・,両 輝
石 愛 穴 亮1・ai,〆般1<閃 長 劣類 ト痢鴻業さA1そ 循 でs
毒 す3k毛 布・k・tO5ず,熱 度 女 作 用^影 響1
鱈 い 醗 繍 噛 め5",・T;・ ・ か ∫呼
集r手,閃 長 光 叡 の噴〔八NI[ブ ラ7ユ ラAl－ 湘 使
残 作 用 のアーT衆 仲 下1"起 ラ夜 二ti緒 言、、1
・・3・1仁 が ・/,閑 ・差頻頻 、ぐ二の地 域 のブ
う2♪ ライ ト絹 張 叛 作 用 の瞭1く 貫 入 、存 ノ{9
es　5y^k{q・tl"・t"e　iCtrut.slv2sし相;k・N'で ・
麦3.
グ ラ ニ 》 う イ ト相 差 石 と自門 弟瑚 菟 万 との
間 ・ 直 接 砂 顔 関 椥 硯 ・限 鯨 存 ・1.{カ ・
k,閑 長 先 務、ヒ4rv　ag　zの 花 菌%嘆 肖麻 麦 ヒ
のtec十 〇h"4行 鑓 質 関イ糸力・」判 働n1、 岡 茄 の
褄 放・%類 ぱ,多tbと 果 フ 表姥 鮫 φ レベ ル1く
あ?脅 も のバ 楮 造 的K観 し在 の多ヒ表 レベノレ にt
fc5さVkl　 vg楊 寸3K至 ・宏b考 ゑ タK∂.
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師 繍(梅 嫡)祓 見正雄(爾 峡 ・舩)
i、 酵 ゆ 伽 呑乏きゴ・3纐 擁 ア変 乙τ/3.s・vs・ ブ・蛉.麟'5触 を 一壕
忽 嘘 衿 二就 職 細 肱 の管 鍼 威 健 ・鰍 艇b辮 軸 ・
tの 相 戯 の仙 つ τ励.イ φ碑 磁3、 鱈 くじ琴敏 の∫ノ…3妙64〃
(S,願 ヒ 嫌 の金 殿 醜4紬 瞬 占めk・ ・/砺0・ 乙/31・4・v3・sモ 師 ・F/'1
》。 閃 儲 麟1・ 一 ・〈 ・ろ・の9・)ゲ'・ 分A　 iiil)乙わ1別X{・ プrzッ 昨 龍 ・制 しク
t」"Pt5.h・,妹 らの鵬 欄 係'3・s、6巧・Le　 穴1画 靹 剖 控 呼 量卿 緩 い 叶 レ ソ
鯛5ゐ ・乞幡伝 、(klBaVK,tA(34;∫'kＬvr"・ な ノ ド"Efオ ダ 念 タ イ7°ヒ も拡・・駒 釧 ・めた
式り、靹 磋)。 楓 各.躬 イつ・網 縄 ・マ 却 御 冷 砥 跳 示 す勧 し 曝
継 ②全 記 し)獺 紅,構 徴 し,稽 義躯 励 か ∠・、・ 手ち 棘 ク仁 ン毛ードラ ソ
ド確i鰭 鶴 ぽ λご楷 や 、レノ う イ1-)の拷版L報 告1ク 。
Z.やv」 綱 雌 繊 加 噺 与陰 間t・Fレ ンドW・ 磁 紅1勾)と ヒ4哩 う・
の勧 碑 紬 鉤 轍 塒 ・定の4っmタ げ4、(・ ・)(砺 徽 鋤15女 恥'l　 o晦
.(α)7r.・ 一ρ㌍ 鯉Sン ・・lie　㌣轡 ひ㍉CC"・・p・6rc・…e・Bi・廉 ・k－繊 ・呼(・A・・Tら 起 る
(紛 騙L粋 胸 ・av-pe・ ・x・e・ フ・舳.ω舳 ・・(・e'Q－ 拉 鋭 し,副 齢 概 ヒ し
伽 ・pv・xe・e　 Z・twk}　M・n」・-sフ…i・e・(ガ7御戯'エ ムu・+e・}・ ・…W2tつ ・B…
撫驚蕊纐 纐鰯1蕊蕊:鵬
婦 と い う閲 駐 オつ.(4),α)欧 州 爵・ 娠 ・?頑 し1・S;P't,・e・b・"6・h>・
撚 ㌘㌫ 驕 篇鱒1と㍗㌦ 繍 織 謙㍗1認
毎 卵 坑 が飢.ユ ら碑 夕げ ε ち川 襯 防 御 ン赤勃 の ・(・りω の%


















































　ロア くニ　 　　　 　こラ　ミヨ
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硝 襯・一』 の麦袖 網路 植 加
弔.
下 足繍 疇峰 も載る.
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エンタ・一ビーランド、アム ン疋 ン考 周辺ノう嫉 岩美夏
本管洋一(困 立極地研ノ
私族畑(秘 田た戯ム)
灸 岩石試料 う解析t進 めてuう ヤNl・,躯,生 　VAA　tフ リ讐敵 ・,ろソ,ご ク こヒt‡含〉*st物
,臓 物 繊 切 鞭 ヒつ〃て靹 レ、産飯 砿 酌 サ 伽 こヒ 曙 確 り櫛 と、靹
作 用9唯 姥k関 し1予 軽的な議論 乞試斗 う。
エ,嫉 耀
ナピア老体ε撒 け5麦 あ湯 緬 す杖Fう よ
うkた 別 さい一る。
作 用k済 ・1ナ5'PHユotN・ り、イJt7　「tlyv'つ 賓 こtク
夜 撫ll　 ろ3う ・
リサ フ ィ リ ン ー斜 方 輝 石 ウ・ラ ニ ユ ライ ト 趨・擁 叙 ヒ{て
}リサ・クb石 一 珪 線 石 ク・1う二・てしラ イy
の チ ャ ー ノ カ イ ト
1り輝 石 グ・ラ ニ ¢ ラ5F
、り つ 一 、ソ1〈1一
こ漏 砿 石1制 すれ 碗 継k乏 しく、
漂 濃 櫟 瓢 羅 耀 し直齢_は ほ_邨 不鯛
芭U久Nlろ りて・,方吸 らく1よ堆積 岩遅 穂 り法 り潅論 κ つ'1て 逮 ぺ・5。
'サ ブ6リ ン:赦 しレし ナこラ学乗左昂ヨヤ,シ綱叡 岩 で1ろ うう。 初(.1名 後憂 坂考拠 戯 で あリ
・、b・・ラ,ミ ク・く7仲 ク縫 ヤ・見城 伽 ラ 侃 帰 で倒 鳶 様Ul'秘 … 纏 りLZ・,
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皿.厳 物知合 七
ナビ ア法 体つセあ(宕姦 り辛kは 、特 徴的 び
、一サ ブ4ソ ン 一石菓!斜.f
輝石 一瓢 妬,サ フイ リン 嘲 オ輝 石 寸 ク
ロk,ス 昨1レ 一顧 τ ヒ・ヤ、'£ウA"V'7f
リ ンt含 む岩石 にけ いず・L　lteた鵡 石山咋 トまれ
る烙 か し、宋締1鳩K麟 瓦 斜 碑 石,
イ リ蚕 石,>figJ7't・ ・V・ケあく3シ ン7°レクタイ
トk8・zvlノ 囲 才レ～て升 ソ1上vt')幻 鉱物
Kk・ 読 師 ・,司 フ ィリ ン 硬 ヒ1づ 組 舗 鰯 ・∫ど ヒ崎 油 汗 衡 蜴 て・は 肌
合ぴ 吉,領 下間u噛Kバ っっ 〆・t…　Alrk鴫 ・bly5。 　E幅Ofa,'(eS・)1仁聴
毛 酌 取{て 方 ソ、亦 残 シ〈鰺 水董畜Eり 漏Etfk21,,(/"乙 芳 んでNlるt7Ml,　今 後詳 細 に掛
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????? ????? ?、? ?????、 」?
? ?
???????
IV?wJtl'rt乙!97z),～ ムみ房(/974ノ ク 索罐 参
考kすAt'II・ ・,・ つ ヒlo　 ZEP　 ,T　6～7kbab
で・あ フア し推 定 さ」へる。
・斜 方輝 石 ・4117〈tt-ttフ ィ ソ ン,珪 緬 と
投 文 す ろvv,,名 石Lり 種 麹kよ ノ て1す 洋斜 輝 石
ヒ芝 生 守 る支 う しあ う.サ つ イ ソ ン し貴 生 プう}1竸:礪鱗 ケ轍 醐 プ
π.方 わ リ'(
肚 り・tヵ ・ラ,　kldi・k械 餅 ε推 是
l/み うt,圧 力5-7μ 以 上(隊 ・レ
PgzOけ 傷 い),湯 疲 ♪動 。土 方∂°(.前 後 くラ
㌶篶激篇智議ソ雲 腸望
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東 葡オ重ス カー レ ン産
畑 ・1、イ言丸(蛉 姉 上 ・理)、 茗1廻腸(丈 疎 大 ・理)
? ?????????
、?







???? ? ???????????? ?↓ ?????、? ???????? っ ? ?? ??




3."t・ 麦・・ イ ヒ1司プ琳 ・の 献 つ 趣 岩石擬 、や縦 瞬 畷 紅 喉 を倣1司
政 の・轍 克 く雌 桝 鞠 砕駄.パ 巧 くの嘔 亙乞
a、19億 或14/ク鱗 砕 ～ 繍 起 であ3Y練 明 す蜘 あ3>・
ほ ・これ破 榊'司 り等べ で詰 りか・或
1よfi岩(走 競)秘 智 か・ 。、 ,,
長;ぷ3物識1鴬 ㌘'
e,.まヲ磁 靹 怖 の2・ll3と 、
瓶 叫M1碑 代 境 踊 蛇 の
触 蹄 婦 ・か・
表'陶 ホ、擁 ノ 熟 丈つ内無
xわ ヒ1誰 体 練Yり 航 りnylis
如 くつか り毛デ'レ琢 ・舩 講 演
嘉s)含=れ5の 内 のAa.¢xnative　l-A
砕 細 し鉢 、他 帆 デ'パ 離 し
得1渓 是兵9存 ア'タ かあ14フ けでは
な"。
地質鑑t、%'k擁 ジ微繊 麗 …




















　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 M9/Fe　 Biotlte
Probable　 tectonic-rnetamorphic　 sequences　 and　 their　 correlation　 to
radiometric　 ages










































徽 づ(治(秋田ナい 鉱 山)・ 本吉葬/(国 立極地研)・
松本後 夫(山 口大 ・理)
朝 権1い ツツ塒'レ 晴 轄1(dig.dSが あり,9牒 麹 繍 暗 鵬 との閤 の反応
スカレ塒7ハ ・レe'ンの地敵 、 これせでに による磁 力と推顧 崎 ・ 一部の田猟 ス
99〈 の研繍 によ幡 鋤 縦 がな訓 て・・ カルンのdi,VLgs・:・d、黒鯛 片瀦 の絞 代
る。 ワ"ラニPラ イ ト相 に達す る高度変成作 部 ザ残有す る場Aoも 認・め・う敗る。B)大 理
髄 液 。た と搬 認 れる水離 地 網,岩 相 石一繍 名拷鱒 ・耀 石 一楠 劣 禰 岩 相
変化 に勧 、搬 南極 では比醐 希 筋 鵬 境界部 自 寸、 鋪 の反廊 より蝋 氏 晴
夫翻 相 鮮 靖 で知 つれマ・・る。 陶 石 えら順 塊状縄 翫 効 ・レンが発 創 る・
帯お よが ぞvaと 片庸劣類 との境界部 ・二吋/各 明瞭な累滞配 列を話す場合 もあ1),大 理石L
穐 の薩状 ち示 すスカルン諦が特徴 的に発産 し 極倒Z"idい ずいず特徴tSiC含 ヌnスヒ゜矛 ルを併
、 そ鵬 ぱ献 舘 嚇 物mabetS・ う3輸 ・ ・1,祝 し枷r観 傾 向力"ある・d)脈 状
大別さ)K5(T。bi。1)。 そ鵬 の麟 鱒 徴 知 ル ン:し ば いず継 畝 理 石や醜 →脈
は以To様 である。A)天 理眉掃 中:茗 土 －tlルンを金電母 一角関石 かう1ζる脈状 スカル
カ ンラン石 ㌧金蓼母 ・ZC°}ル ・透輝石 な ど ン(幅5～20㎝)が 重きノ その形状 とノ鉱物組
聯 獄 に伴 う醜 繍 ぱθ臓 峰 理・麟 遣 合也よ り,葡 橘 の矧 ル ン紗 成後破 戒
ZZ° し、 醐 緬 叡 加 減 酬1岬 う再 イ纐 纈 ・蜘 とZk6　 al・る・ 鋤 的1・は
騙 によ 悌 癖 れた と獄 頻 る.一 方 叡 弟 樋 硝 の鋼 帖 、聯 ・翻 迎に勘
、趨 硝 にはタ轍 の醜 嶽 カル ン(直 径 醜 撒 かの 耀 透す る輌 がある・
2・c,n・一 散 曜 劇 力噛 在 レ、 そ鵬1寸 一般 蹴 顕微鏡 メ繍 綱 拒EPMA分 析に
に最 タ臓 が錬 沸 か礪 療 畑 月瞭臓 物 より同定秘 た代 表台鉋 ス加 レン鉱物 醐 の
聯 挿 す。 醜 ごと磁 駒組倉仙 湘 麹 徽 あ る:カ ンラン石、金 融 、単斜 獅.
Table　 1.　 Skarn　 types　 and　 their　 mi爬ral　 assembエages
A}工n　 Marble
i)エmpure　 tuarble　 (recrYstaUised)
　 　 　 　 　 (a)　 EO-Sp.
　　　　　　　 (b)　Sp　-　Phl　 .
　 　　 　　 　 (c}　Sal　 Px-Fo　 .Graphite　 bearing
　　 　　 　　　 (d)　AP　-　Di(-Phl)　 ★
　 　　 　 ji)Nodule-like
　　 　　 　　　 (a)　 Ph1　-　Scap　 (-Sp　 -　Cr)
　　 　　 　　　 (b}　 Ph1-Sp
(c)　 Ph工 －AMP(-Sp}
　　 　　 　　　 (d)　 Phl　 -　 Anal(-Scap)
　 　 B}　Marble　 -　Gneiss　 Contact
　　 　　 　i)Massive　 Green　 PyrOxene　 Skarn
(a)　 Sal　 Px(　 -　IUnp　-　Ph工 －Scag)
　 　　 　 iL)Banded　 Skarn
(a)D◎1ma由le　 -　Eo　 marble　 -　Phl-Sp
Skarn　 -　A工Px　 -　Sp　-　Scap　 skarn　 -
　　 　　 　　　 　　 Qz　 Gneiss
　 　　 　　 　　(b)　 Ph1-Sp　 marble　 -　Ph1-Px　 Skarn　 -
　 　　 　　 　　 　 　Seap-Px　 Skarn　 -　Gd-Bio　 Gnets5
　 　 C)　 Veinlets
L)工nロarble　 -一一一－A工 　Px　-　Phl　-　IUnp　-　Pl
it}工n　 Green　 PY　Skarn　 -'一一一－Ph1(-Pl　 -　Qz)
di):n　 Pale　 Green　 Py　Skarn　 -一一一－AMP　 -Cc
　 　 　 Sp;Spiael.　 Ph1;?ltlogopite,lleP;ApaC工Ce,　 Di;Diopside,　 Scap;
;Aロphibole,　 rour;Tou匝 区1iロe,ぷ ,　Qz;Q岨rez,　 G己;Garロec,　 Bio;
;Calc工 ζe.,C
角閃メ1うノ ス ヒニ゜ネ 」レノ:]ラ ン9"ム ノ住 えうノ 電 気
石 斜 長 瓦 か 帳 石 筆.こ 鵬 の鉱 物
群 竹ノ 概 、略M20-A2.03-CaO-SiO2系に近似
剛 棚 卸 イ紘0,S山 系解 嘲 砒
/カ ル ン ヒ考 え る事 力"'でき る。 こ 淑.ら の代
表 的 ス カ ル ンノ鉱 物 のEPIVIA　 i6i5b分 析 値 を]五Ue
2～51(示 す.カ ン ラ ン ヌうrA/1言rぎ 茗 二Lカ ン
ラ ン石 端 成・ガに 近Lく,一 部 鬼1二 函む も の も%
う れ る 。/金 籔 母 は ノ 薩疾A)乞 呈 す る も の は
ほ と ん ど 良 鵠 ます 、/方 秀 歌6)、 の の勧
　 　 　 　 　 　 Table　 2.　 Chemical　 compositions　 of　 olivine
　 　　 　 　 　　 　 　 　　 and　 phlogopite
(Abb　 '　 i　 )　 Fo;Forsce





M-7 20 68 M-6 05D
Sio2 41.19 40.56 42.19 39.69 38.04
Tio2 0.01 O.00 0.71 1.22 1.21
A1203 0.00 0.01 14.47 17.23 16.42
FeO 5.59 12.16 0.20 2.83 9.13
MnO 0.04 一 0.01 O.00 0.00
Mgo 53.70 46.97 26.15 24.07 20.31
CaO 0.02 0.01 0.07 0.00 0.01
Na20 0.00 0.02 0.48 0.54 0.08
K20 0.01 0.01 9.19 9.15 9.34
Tota1 100.55100.04 93.48 94.74 94.54
M-7,20:01ivine:68,M・-6,05D:Phlogopite
Table　 3.　 Chemical　 compositions　 of　 pyroxene　 and　 amphibole
68 M-1339 20P 64 18 20a
sio2 54.50 54.5552.59 56.65 42.10 42.98 40.16
Tio2 0.11 0,100.00 0.14 0.90 L27 3.03
A1203 0.70 2,680.84 4.46 19.01 15.53 15.78
FeO 0.14 3.1711.53 2.19 0.85 8.89 10.10
MnO 0.02 0,100.19 一 0.00 0.11 －
MgO 17.56 15.8011.48 22.28 17.91 14.09 12.01
CaO 25.37 24.6823.60 13.58 12.89 12.67 11.97
Na20 O.20 0,31一 0.57 2.16 2.17 2.36
K20 0.01 0,01一 0.22 1.72 1.77 1.60
Tota1 98.6210L42100.23 100.09 97.54 99.48 97.37
68,M-13.39.20p:Pyroxene,64.18,20a:Amphibole
Table　 4.　 Chemical　 compositions　 of　 spinel　 and　 corundurn
37 40 S-12 52 61 M-11 S-12 11s
sio2 0.12 0.14 0.16 0.00 0.25 0.25 0.04 0.00
Tio2 一 一 一 一 一 ■ 0.06 0.05
ハ1023 70.34 70.41 69.29 71.74 64.75 65.21 99.36102.04
FeO 3.39 5.86 9.82 2.05 2.43 6.01 0.13 0.09
MnO 0.04 0.03 0.10 0.00 0.05 0.07 0.00 0.00
MgO 26.62 22.46 2L34 25.90 21.09 13.09 0.02 0.01
CaO 0.01 0.00 0.28 0.00 0.00 O.01 0.00 0.00
2nO 0.33 0.57 0.28 2.51 10.71 18.05 一 －
Na20 一 一 一 一 一 一 0.00 0.00
K20 一 一 一 一 一 一 0.OL 0.00
Toヒa1 100.84 99.49100.99102.20 99.29102.69 99.63102.01
Table　 5.　 Chemical　 cornpositions　 of　 scapoliヒe,
セourmaline　 and　 analcime　 by　 EPMA
35 57 70S 70t 70a
Sio2 44.65 46.16 48.52 36.37 53.71
Tio2 0.00 0.00 0.00 0.93 0.03
A1203 28.87 26.28 25.88 27.00 25.69
FeO 0.09 0.03 0.00 0.73 0.04
伽O 0.02 一 0.00 0.00 0.00
MgO 0.04 0.00 0.03 12.27 0.12
CaO 20.04 15.17 11.38 3.23 1.05
Na20 2.02 4.80 6.94 1.21 9.12
K20 0.24 0.39 O.70 0.01 0.87
Tota1 95.97 93.15 93.45 81.74 90.62
35レ57,70s:　 Scapoliセe;　 70t:　 Tourraalineヲ
70a:　 Analcirne
-・ ・.・筋 罐 幽 あ ろ 力")
ゴ ン ドワ ナ 大陸 のイ隻ラもr－よ りノ ス11ラ ン カ
・菌 イ ン ド半 島1rま{柔観 梅1|Ptッ ソフ「ホ,レ レ、勇ら
th'　or　6'フ'1ン17つ プ海 岸 し稽 純 レーZ・唯 事
・… が才昆昆 ξ帆 マvSる 。 前 夕名rまノ サ フ マ イ フ
・スt° 矛'レ サ フ ァ イ ア(有 色1ピ 矛1レ)'ア
::9:ク ア マtlン 乞始 の ヒす ろ 各種 曽 石 ・責h類m
この 地 域 は 強 、、産し化 作
37,40,S-12:Ferroanspine1,52.61,M-11:Zincian8pine13
　 　 　 S-12.11St　 Corundum(blue　 gapphire,
idイ隻 ヵ'に 戸と「上履勇む イヒ夏 向fブ あ る(Table　 2)。
用の進 行 の ため それ うの詳細 な産状 ・・鉱物 芙
庄関係 が岨 今月'nさtlNマ の な.・。 スカ レビ
フク川 レぜ ンを勧 レ し,類 似 噛 物群 雄
T・b)・3に 和Whろ 椥 、輝 石 は透 輝 石 端 成分 銅 るll・.・・ソバ ・レムか7°tい 効 ラフ
ヵ'う サ ー ラ 輝 石ノ ハ1'二傷 む エ ン デ ィ オ フ゜ サ イ 海 岸m看 露 岩 地 帯1せノ こ れ5の 群 、細 な 産状 と
ドに 至5も の才 であ りノ 角閃石rd'x・一がス閥 蔵 物ま 建関係 に関す る重 露 な情 報 を}え う可
石 ～7エ ロア ンハ゜〆 カ"ス閃 石 の畜日成 包有 才1る
o
ノ
moto(1982)に よ 敢 は 最゜ ナζx?b3い,t.eAのZhOを 含
む がノ オ フ研究 でIA乏 れ よ り は5カ ・に 力量 σ)Zh
X・Se含znz　 ebネ'レ(最 短 与z・0・IR・t%)が
見・・出 さ 杁 興 味 課 ・、(Table4)。 そめti　TXノ 広 範
纐 且成 範 囲 崩 す う柱 石 嫡 量1講 らtの
変 質 生 祝 物(?)と し て方 諦 励 認 め う樋(
T・bl・5)・ 錐 的i・ ・91枷 そ"爪 の ス 机 ン
砿 物 は 異な:う 産 オズ ・国歩鬼 ごとに そ のノ鉱物 茨 庄
'イし浮き且戒 に著 しv、ま 重力を希 すtiiit徴が あろ。
大 理 石 あは が ス か レン 中 の 筈 双 石 ヒ嫉 圧す
る榔 石 のM30舗 勧 う,約36・-5…C
の 平肺 臓 が 待 つ れ、 こ 舳 ス カ ル 癖 形 成
崎 の 平衝 が蓬 紅 縣 景 偏 罐 諒 す 曙 え
う れ る。
能 性 ↑ゴ'高 ぐ
ノ
尋 た創 繍 極 の鉱 物資源 の観 点、
糊 蟻 の勧 繰 色ス畔 ・レぱ 陀な『セ・鈍 種蝦 興嬬 、剛 域袖 碑 が嬬 さ
れ る。
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